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◆ 調査の概要 
 

１．調査の目的 

文京区では障害者及び障害児がいきいきと自分らしく、健康で自立した生活を営めるよう、

「文
ふみ

の 京
みやこ

ハートフルプラン 文京区地域福祉保健計画 障害者・児計画」に基づき、様々な障

害福祉施策を推進しています。 

令和８年度に次期障害者・児計画（令和９年度～令和 11 年度）を改定するに当たり、その

基礎資料を得るとともに、障害者・児の方々の日常生活の実態、サービスの利用状況や希望等

を把握するため、実態・意向調査を実施しました。また、区内の障害福祉サービス事業所等を

対象に、事業所の概要や福祉人材の現状を把握するとともに、都内・都外の医療機関における

区民の長期入院患者の状況を把握することで、今後の障害福祉サービス等の基盤整備に資する

ための基礎資料とします。 
 

２．調査の対象と調査方法 

本調査では、身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、18歳未満の方、区内障害福

祉サービス等事業所及び都内・都外長期入院施設を対象とした量的調査（アンケート調査）並

びに区内施設等を利用する知的障害者及び精神障害者を対象とした質的調査（インタビュー調

査）の２種類を実施しました。 

 

◆ 量的調査（アンケート調査） 
 

１．調査の種類 

調査の種類 対象者 

在宅の方 

文京区内に居住し、以下に該当する 18歳以上の方 

・身体障害者手帳をお持ちの方 

（肢体不自由、内部障害については無作為抽出、その他の障害については全数） 

・愛の手帳をお持ちの方（全数） 

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方（全数） 

・難病医療券をお持ちの方（全数） 

18歳未満の方 

文京区内に居住し、以下に該当する 18歳未満の方 

・身体障害者手帳をお持ちの方 

・愛の手帳をお持ちの方 

・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

・難病医療券をお持ちの方 

・障害児通所支援受給者証をお持ちの方 

施設に入所して

いる方 

・身体障害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持ちで、文京区が支

給決定した施設入所支援及び療養介護のサービスをご利用中の 18歳以上の方 

サービス事業所

の方 
・区民が利用している指定障害福祉サービス等事業所 

長期入院施設 ・区民が利用している精神科長期入院施設(医療機関) 
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２．調査方法 

調査票を郵送配付し、郵送又はインターネットにより回収する方式で実施しました。 

 

３．調査期間 

令和７年 10月１日～10 月 31日 

 

４．回収結果 

種類 配付数 回収数 
有効回答数 有効回答率 

 内インターネット  内インターネット 

在宅の方 5,850 2,504 2,493 883 42.6% 15.1% 

18歳未満の方 1,084 471 465 287 42.9% 26.5% 

施設に入所している方 139 82 82 16 59.0% 11.5% 

サービス事業所 106 83 83 48 78.3% 45.3% 

長期入院施設 167 149 149 8 89.2% 4.8% 

合 計 7,346 3,289 3,272 1,242 44.5% 16.9% 

※ インターネットによる有効回答率は、配付数におけるインターネット回答の割合です。 

 

５．概要版の見方 

・各設問の回答者の総数は n(Number of case)と表記しています。 

・集計した数値（％）は小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示しています。

このため、単数回答であっても、合計値が 100％にならない場合もあります。 

・回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各選択肢

の割合を合計すると 100％を超えます。 

・クロス集計表において、その表頭の設問中、「その他」、「特になし」等、「無回答」を除

く最も高い割合に網掛けをしています。また、表側の回答者の総数（n）が 10未満の場

合、１つの回答による割合の変動が大きいため、原則コメントをしていません。 

・「長期入院施設」の調査については、167か所の病院に対して、調査票を配付し、41か所

の病院から回答がありました。分析では、長期入院患者がいない病院を除き、54人の長

期入院患者の情報を集計しています。 
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○ 在宅の方を対象にした調査 

 

（１）対象者特性 

（1-1）回答者（問１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査の回答者は、「あて名ご本人」が 78.2％と７割半ばを超えており、「ご家族の方」は 13.8％とな

っています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“知的障害”を除くいずれの障害も「あて名ご本人」が最も高くなっています。“知

的障害”では「ご家族の方」が 49.2％と５割近くを占め、他の障害より高くなっています。 

 

  

全　体

（n=2,493）

あ
て
名
ご
本
人

ご
家
族
の
方

成
年
後
見
人
・

保
佐
人
・
補
助
人

そ
の
他

無
回
答

78.2 13.8

0.4

1.2 6.3

(%)

（単位:％）
ｎ

あて名ご本人 ご家族の方 成年後見人・
保佐人・補助人

その他 無回答

全体 2,493 78.2 13.8 0.4 1.2 6.3

肢体不自由 320 61.6 25.0 0.9 0.9 11.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 54.0 36.8 1.1 1.1 6.9

視覚障害 163 67.5 21.5 0.6 0.6 9.8

聴覚・平衡機能障害 153 82.4 13.1 0.0 0.0 4.6

内部障害 324 82.1 10.5 0.3 0.0 7.1

知的障害 256 32.8 49.2 1.6 9.4 7.0

発達障害 263 75.7 18.6 0.0 0.8 4.9

精神障害 626 87.7 6.7 0.5 0.3 4.8

高次脳機能障害 40 60.0 30.0 5.0 0.0 5.0

難病（特定疾病） 817 86.4 8.8 0.1 0.1 4.5

その他 42 76.2 19.0 0.0 2.4 2.4

障
害
別
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（1-2）年齢（問２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年齢は、「50～59歳」が 16.4％と最も高く、次いで「60～69 歳」と「70～79歳」がと

もに 15.2％、「40～49 歳」と「80～89 歳」がともに 13.6％、「30～39 歳」が 11.7％と続いています。 

 令和４年度と比較すると、全体的な傾向については大きな変化はありません。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“知的障害”と“発達障害”では「18～29歳」の若年層が３割半ばを超えて最も高

くなっています。 

“精神障害”と“高次脳機能障害”では「50～59歳」が２割半ばで最も高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”、“内部障害”、“難病（特定疾病）”では「70～79歳」が最も高くな

っています。 

それ以外の障害では「80～89歳」の年齢で最も高くなっています。 

  

令和７年度

（n=2,493）

令和４年度

（n=2,000）

無
回
答

70
～
79
歳

80
～
89
歳

90
歳
以
上

18
～
29
歳

30
～
39
歳

40
～
49
歳

50
～
59
歳

60
～
69
歳

9.9

9.0

11.7

10.7

13.6

13.1

16.4

17.0

15.2

14.1

15.2

15.7

13.6

14.5

3.2

3.0

1.2

3.0

(%)

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

（単位:％）
ｎ

18～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70～
79歳

80～
89歳

90歳
以上

無回答

全体 2,493 9.9 11.7 13.6 16.4 15.2 15.2 13.6 3.2 1.2

肢体不自由 320 4.7 4.4 8.4 10.0 16.9 22.5 26.6 4.4 2.2

音声・言語・そしゃく機能障害 87 11.5 4.6 4.6 13.8 11.5 25.3 25.3 3.4 0.0

視覚障害 163 6.1 3.7 10.4 17.8 8.0 20.9 24.5 8.0 0.6

聴覚・平衡機能障害 153 5.2 2.6 10.5 3.9 9.2 17.0 34.6 16.3 0.7

内部障害 324 2.2 3.7 7.7 13.3 15.1 25.6 25.3 5.2 1.9

知的障害 256 37.5 24.2 14.8 12.1 8.2 0.4 1.2 0.0 1.6

発達障害 263 35.7 31.2 12.9 11.0 4.9 1.5 2.7 0.0 0.0

精神障害 626 11.3 18.5 22.0 25.7 15.8 3.8 1.1 0.5 1.1

高次脳機能障害 40 5.0 7.5 20.0 25.0 17.5 15.0 7.5 0.0 2.5

難病（特定疾病） 817 5.4 8.1 14.9 17.6 19.5 19.7 12.6 1.7 0.5

その他 42 9.5 7.1 4.8 23.8 14.3 4.8 33.3 2.4 0.0

障
害
別
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（1-３）年収（問３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年収は、「80 万円以上～150万円未満」が 18.8％と最も高く、次いで「収入はない」が

18.0％、「250万円以上～500 万円未満」が 17.6％、「150 万円以上～250万円未満」が 16.0％と１割半

ばを超えています。 

 令和４年度と比較すると、150万円未満の項目はいずれも下がっており、150 万円以上の項目はいす

れも上がっています。 

 

 

（1-４）同居家族（問５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居している家族は、「配偶者」が 37.7％と３割半ばを超えて最も高く、次いで「ひとり暮らし」が

27.3％、「子」が 23.4％、「母親」が 20.1％と２割台で続いています。 

 令和４年度と比較すると、全体の傾向に大きな変化はありません。 

  

令和７年度

（n=2,493）

令和４年度

（n=2,000）

1
,
0
0
0
万
円
以
上

無
回
答

8
0
万
円
未
満

収
入
は
な
い

5
0
0
万
円
以
上
～

1
,
0
0
0
万
円
未
満

8
0
万
円
以
上
～

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上
～

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
万
円
以
上
～

5
0
0
万
円
未
満

18.0

19.4

12.0

14.9

18.8

19.4

16.0

15.8

17.6

13.8

10.7

8.2

4.1

2.9

2.8

5.7

(%)

配偶者

ひとり暮らし

子

母親

父親

兄弟・姉妹

グループホーム等での集団生活

その他親族

祖父母

その他

無回答

37.7

27.3

23.4

20.1

13.6

9.2

4.1

1.7

0.7

2.8

0.8

37.8

24.8

22.1

21.5

14.9

10.7

3.1

1.7

1.2

2.4

2.5

0% 10% 20% 30% 40%

令和７年度(n=2,493)

令和４年度(n=2,000)
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上～40 歳未満”では「母親」が 51.9％と５割を超えて最も高く、「父親」

（41.1％）、「兄弟姉妹」（25.8％）といった近親者も、他の年代より高くなっています。 

それ以外の年代ではいずれも「配偶者」が最も高く、「ひとり暮らし」や「子」も２割を超えて高く

なっています。 

 障害別にみると、“知的障害”、“発達障害”、“精神障害”、“その他”では「母親」が最も高く、特に

“知的障害”では７割半ばに達し、他の障害より高くなっています。“知的障害”と“発達障害”では

「父親」や「兄弟・姉妹」といった近親者も他の障害より高くなっています。 

それ以外の障害では「配偶者」が最も高くなっています。 

また、“知的障害”は他の障害に比べ「グループホーム等での集団生活」が２割を超えて高く、反対

に「ひとり暮らし」は 4.3％と低くなっています。 

 

  

（単位:％） ｎ 父親 母親 配偶者 子 兄弟・姉妹 祖父母

全体 2,493 13.6 20.1 37.7 23.4 9.2 0.7

18歳以上40歳未満 538 41.1 51.9 15.8 11.0 25.8 2.6

40歳以上65歳未満 956 11.5 21.4 37.3 25.7 6.3 0.4

65歳以上75歳未満 336 1.2 3.6 53.9 21.4 4.8 0.0

75歳以上 633 0.0 0.0 49.4 32.1 1.4 0.0

肢体不自由 320 10.9 15.3 41.9 29.1 5.0 0.3

音声・言語・そしゃく機能障害 87 18.4 23.0 47.1 25.3 10.3 0.0

視覚障害 163 8.0 11.7 35.6 21.5 6.7 1.2

聴覚・平衡機能障害 153 4.6 7.8 43.8 28.1 4.6 0.0

内部障害 324 4.0 7.7 50.6 29.9 2.8 0.3

知的障害 256 59.4 75.4 1.2 0.0 34.8 2.0

発達障害 263 35.0 46.4 14.1 8.4 22.8 1.9

精神障害 626 17.6 28.0 21.6 15.7 11.3 1.6

高次脳機能障害 40 12.5 20.0 50.0 30.0 5.0 0.0

難病（特定疾病） 817 5.0 8.0 54.2 32.2 4.0 0.1

その他 42 7.1 21.4 19.0 21.4 4.8 0.0

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ
その他親族 ひとり暮らし グループ

ホーム等で
の集団生活

その他 無回答

全体 2,493 1.7 27.3 4.1 2.8 0.8

18歳以上40歳未満 538 1.5 21.4 4.3 3.0 0.0

40歳以上65歳未満 956 1.3 30.8 4.1 1.7 0.4

65歳以上75歳未満 336 1.8 30.1 2.7 2.7 0.0

75歳以上 633 2.7 26.1 4.7 4.4 0.6

肢体不自由 320 1.9 21.9 5.3 4.4 0.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 4.6 14.9 5.7 4.6 0.0

視覚障害 163 1.2 39.3 3.7 2.5 1.2

聴覚・平衡機能障害 153 2.0 27.5 2.6 5.2 0.7

内部障害 324 2.5 25.0 1.5 3.4 1.5

知的障害 256 1.6 4.3 21.1 0.8 0.4

発達障害 263 1.9 27.4 3.0 2.3 0.0

精神障害 626 1.3 35.9 3.5 2.6 0.6

高次脳機能障害 40 0.0 17.5 5.0 2.5 0.0

難病（特定疾病） 817 1.5 26.9 1.1 2.4 0.5

その他 42 2.4 31.0 9.5 2.4 0.0

年
代
別

障
害
別
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（２）障害と健康について 

（2-1）障害の種類（問６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害の種類は、「難病（特定疾病）」が 32.8％と３割を超えて最も高く、次いで「精神障害」が 25.1％、

「内部障害」が 13.0％、「肢体不自由」が 12.8％、「発達障害」が 10.5％と続いています。 

 

 

（2-2）手帳の所持状況（問７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手帳の所持状況は、「身体障害者手帳」が 33.6％と３割を超えて最も高く、次いで「精神障害者保健

福祉手帳」が 25.8％、「愛の手帳」が 10.8％と続いています。 

 一方、「これらの手帳は持っていない」は 28.3％と３割半ばを超えています。 

 

  

n=2,493

難病（特定疾病）

精神障害

内部障害

肢体不自由

発達障害

知的障害

視覚障害

聴覚・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害

高次脳機能障害

その他

無回答

32.8

25.1

13.0

12.8

10.5

10.3

6.5

6.1

3.5

1.6

1.7

2.5

0% 10% 20% 30% 40%

n=2,493

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

33.6

10.8

25.8

28.3

3.8

0% 10% 20% 30% 40%
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（2-3）日常生活で必要な特別な配慮（問 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活の中で特別な支援や配慮を必要とする行動面に関する課題について、「睡眠の乱れ」が

17.5％と１割半ばを超えて最も高く、次いで「こだわり」が 9.5％、「多動」が 4.3％と続いています。 

 一方、「特になし」は 64.5％と６割半ばを占めています。 

 

  

n=2,493

睡眠の乱れ

こだわり

多動

自傷

もの壊し

他害

異食

その他

特になし

無回答

17.5

9.5

4.3

3.4

1.9

1.8

1.6

6.8

64.5

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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（2-4）日常生活で必要な介助や支援（問 13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活で必要な介助や支援は、「区役所や事業者などの手続き」が 25.7％と最も高く、次いで「調

理・掃除・洗濯等の家事」が 24.7％、「日常の買い物」が 21.4％と２割台で続いています。 

 一方、「介助や支援は必要ない」は 48.8％と４割半ばを超えています。 

 令和４年度と比較すると、全体的な傾向について大きな変化はありませんが、「介助や支援は必要な

い」が 5.7ポイント上がっており、介助や支援は全体的に微減傾向となっています。  

区役所や事業者などの手続き

調理・掃除・洗濯等の家事

日常の買い物

お金の管理

薬の管理

通院、通学・通勤

通院、通学・通勤以外の外出

代筆・代読

入浴

日常生活動作の見守り

食事

電話の利用・代行

日常生活に必要な意思の伝達

着替え

洗顔・歯磨き

排せつ

室内の移動

寝返り

その他

介助や支援は必要ない

無回答

25.7

24.7

21.4

19.3

19.2

17.2

16.4

13.3

13.2

11.7

11.5

9.9

8.7

7.7

7.5

6.9

4.5

1.8

3.7

48.8

4.7

26.4

26.6

22.6

19.4

18.5

18.0

16.7

13.0

13.7

13.2

11.2

11.0

9.4

8.1

7.8

7.2

4.9

2.0

2.8

43.1

7.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=2,493)

令和４年度(n=2,000)
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別では、「介助や支援は必要ない」を除くと、“肢体不自由”、“内部障害”、“精神障害”、“問 12

に該当する方”では「調理・掃除・洗濯等の家事」、“視覚障害”では「代読・代筆」、“知的障害”と“発

達障害”では「お金の管理」、“難病（特定疾病）”では「日常の買い物」が最も高く、それ以外の障害

ではいずれも「区役所や事業者などの手続き」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

日常生活に
必要な意思
の伝達

日常生活動
作の見守り

薬の管理 区役所や事
業者などの
手続き

その他 介助や支援
は必要ない

無回答

全体 2,493 8.7 11.7 19.2 25.7 3.7 48.8 4.7

肢体不自由 320 12.5 20.9 30.6 38.8 4.1 32.5 3.1

音声・言語・そしゃく機能障害 87 32.2 33.3 43.7 55.2 3.4 16.1 3.4

視覚障害 163 4.9 13.5 19.6 46.0 3.7 27.6 3.7

聴覚・平衡機能障害 153 9.2 11.1 13.1 28.1 6.5 42.5 6.5

内部障害 324 5.9 7.7 12.7 16.7 2.5 62.3 5.9

知的障害 256 43.8 43.4 56.3 73.0 2.7 10.9 3.1

発達障害 263 23.6 20.2 31.9 37.6 5.7 30.4 5.3

精神障害 626 7.3 10.9 20.8 24.4 5.8 37.4 5.0

高次脳機能障害 40 22.5 37.5 47.5 62.5 5.0 17.5 2.5

難病（特定疾病） 817 3.2 6.6 11.1 14.7 1.7 70.3 2.1

問12に該当する方 658 21.4 25.4 38.1 43.2 7.6 21.9 3.6

その他 42 28.6 26.2 31.0 38.1 9.5 28.6 7.1

障
害
別

（単位:％）
ｎ

洗顔・歯磨
き

代筆・代読 電話の利
用・代行

お金の管理 日常の買い
物

通院、通学・
通勤

通院、通学・
通勤以外の
外出

全体 2,493 7.5 13.3 9.9 19.3 21.4 17.2 16.4

肢体不自由 320 20.0 25.0 16.6 25.6 36.3 31.3 31.9

音声・言語・そしゃく機能障害 87 32.2 43.7 43.7 42.5 48.3 41.4 43.7

視覚障害 163 6.1 47.9 16.6 22.7 42.9 38.0 33.7

聴覚・平衡機能障害 153 2.0 15.0 19.0 11.1 20.3 20.9 12.4

内部障害 324 4.9 5.6 5.6 8.3 16.7 14.8 11.7

知的障害 256 32.4 52.0 41.4 73.8 56.6 47.3 54.7

発達障害 263 12.2 16.0 15.2 41.4 28.5 23.6 20.2

精神障害 626 5.3 6.1 5.6 21.4 17.4 11.8 12.3

高次脳機能障害 40 15.0 47.5 30.0 52.5 37.5 37.5 30.0

難病（特定疾病） 817 5.3 7.3 5.1 9.2 16.2 11.9 10.0

問12に該当する方 658 15.8 20.7 18.2 39.1 35.1 26.7 27.5

その他 42 14.3 21.4 19.0 31.0 33.3 28.6 21.4

障
害
別

（単位:％）
ｎ

食事 排せつ 入浴 寝返り 着替え 調理・掃除・
洗濯等の家
事

室内の移動

全体 2,493 11.5 6.9 13.2 1.8 7.7 24.7 4.5

肢体不自由 320 26.9 23.4 35.9 9.4 26.9 41.3 18.1

音声・言語・そしゃく機能障害 87 33.3 32.2 46.0 13.8 39.1 50.6 28.7

視覚障害 163 16.6 8.6 16.6 1.8 8.6 33.1 7.4

聴覚・平衡機能障害 153 7.8 2.6 11.8 1.3 5.2 17.0 3.3

内部障害 324 8.3 5.9 11.4 1.2 6.8 17.0 4.9

知的障害 256 32.0 23.0 35.5 1.6 21.9 63.3 6.3

発達障害 263 15.6 7.2 14.8 1.5 8.4 39.2 1.5

精神障害 626 10.9 3.4 8.0 0.6 3.8 29.1 1.8

高次脳機能障害 40 32.5 20.0 32.5 7.5 27.5 55.0 22.5

難病（特定疾病） 817 8.6 5.6 10.6 1.7 6.7 15.7 5.8

問12に該当する方 658 21.9 12.6 22.5 2.1 12.3 44.2 6.5

その他 42 14.3 11.9 19.0 4.8 14.3 35.7 7.1

障
害
別
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（2-5）主な介助者・支援者（問 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者・支援者は、「配偶者」が 24.4％と２割半ば近くで最も高く、次いで「母親」が 22.7％、

「子」が 11.1％と続いています。 

 令和４年度と比較すると、全体的に傾向に大きな変化はありませんが、「子」が 2.5 ポイント下がっ

ています。 

 

  

配偶者

母親

子

ホームヘルパー

グループホームの世話人

兄弟・姉妹

父親

ガイドヘルパー

その他親族

ボランティア

祖父母

その他

無回答

24.4

22.7

11.1

6.6

5.3

3.5

2.8

1.7

0.8

0.3

0.1

10.7

9.8

22.7

21.5

13.6

8.2

4.4

4.2

3.9

1.8

0.7

0.6

0.3

8.3

9.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

令和７年度(n=1,159)

令和４年度(n=983)
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上～40 歳未満”と“40～65 歳未満”では「母親」が最も高く、特に“18

歳以上～40歳未満”では「母親」が５割半ばを超えています。 

“65 歳以上～75 歳未満”と“75 歳以上”では「配偶者」が最も高く、特に“65 歳以上～75 歳未満”

で４割を超えています。 

また、“75歳以上”では「子」も３割を超えて高くなっています。 

 障害別にみると、“知的障害”、“発達障害”、“精神障害”、“問 12に該当する方”では「母親」が最も

高く、特に“知的障害”では６割を占め、“発達障害”では４割半ばを超えています。 

それ以外の障害では「配偶者」が最も高く、特に“高次脳機能障害”では４割を超えています。また、

“聴覚・平衡機能障害”と“内部障害”では「子」が２割を超えて、他の障害より高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ
ホームヘル
パー

ガイドヘル
パー

ボランティ
ア

グループ
ホームの世
話人

その他 無回答

全体 1,159 6.6 1.7 0.3 5.3 10.7 9.8

18歳以上40歳未満 294 1.4 1.4 0.0 5.4 9.9 8.5

40歳以上65歳未満 373 7.8 2.7 0.3 5.9 13.9 11.5

65歳以上75歳未満 128 10.2 0.0 1.6 5.5 10.2 14.1

75歳以上 348 8.3 1.7 0.3 4.3 8.6 7.8

肢体不自由 206 9.7 0.0 0.0 5.3 8.7 7.3

音声・言語・そしゃく機能障害 70 2.9 0.0 0.0 2.9 4.3 12.9

視覚障害 112 8.0 14.3 0.0 1.8 6.3 12.5

聴覚・平衡機能障害 78 5.1 1.3 1.3 2.6 10.3 17.9

内部障害 103 8.7 1.0 0.0 3.9 15.5 7.8

知的障害 220 0.5 0.5 0.0 15.0 2.3 10.5

発達障害 169 2.4 0.6 0.0 3.6 13.6 12.4

精神障害 361 8.3 0.6 0.0 3.6 18.3 10.0

高次脳機能障害 32 3.1 0.0 0.0 3.1 9.4 12.5

難病（特定疾病） 226 8.0 0.9 0.9 1.8 12.8 6.2

問12に該当する方 490 5.3 1.2 0.0 6.9 14.7 10.8

その他 27 3.7 0.0 3.7 7.4 18.5 11.1

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

父親 母親 配偶者 子 兄弟・姉妹 祖父母 その他親族

全体 1,159 2.8 22.7 24.4 11.1 3.5 0.1 0.8

18歳以上40歳未満 294 7.1 58.2 5.1 0.3 1.7 0.3 0.7

40歳以上65歳未満 373 3.2 23.1 22.8 3.2 4.8 0.0 0.8

65歳以上75歳未満 128 0.0 0.0 43.8 5.5 8.6 0.0 0.8

75歳以上 348 0.0 0.0 35.1 31.0 2.0 0.0 0.9

肢体不自由 206 1.9 16.0 34.0 14.6 1.9 0.0 0.5

音声・言語・そしゃく機能障害 70 1.4 18.6 38.6 14.3 2.9 0.0 1.4

視覚障害 112 0.9 10.7 28.6 12.5 1.8 0.0 2.7

聴覚・平衡機能障害 78 0.0 3.8 33.3 21.8 2.6 0.0 0.0

内部障害 103 0.0 7.8 31.1 20.4 3.9 0.0 0.0

知的障害 220 6.8 60.0 0.5 0.5 3.2 0.0 0.5

発達障害 169 4.7 48.5 8.9 2.4 1.8 0.0 1.2

精神障害 361 3.3 26.0 19.1 5.3 4.2 0.3 1.1

高次脳機能障害 32 3.1 18.8 43.8 3.1 3.1 0.0 0.0

難病（特定疾病） 226 0.4 5.8 39.8 18.1 4.4 0.0 0.9

問12に該当する方 490 3.3 31.8 16.7 4.7 3.3 0.0 1.2

その他 27 0.0 22.2 11.1 14.8 7.4 0.0 0.0

年
代
別

障
害
別
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（2-6）主な介助者・支援者の年代（問 14-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者・支援者の年代は、「60～69 歳」が 26.2％と最も高く、次いで「70～79 歳」が 24.2％、

「50～59 歳」が 23.5％と２割を超えて続いています。また、60 歳以上の占める割合は 64.2％と６割

半ば近くを占めています。 

 

 

【クロス集計】介助者別・障害別 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 介助者別にみると、いずれの介助者も 50 歳以上の年代が最も高くなっており、“子”では「50～59

歳」が、“母親”では「60～69歳」が最も高く、“それ以外の介助者では「70～79 歳」が最も高くなっ

ています。 

また、“兄弟・姉妹”は「50～59 歳」と「60～69 歳」、“子”は「60～69 歳」が２割半ば前後と高く

なっています。 

 障害別にみると、いずれの障害でも「60～69 歳」が２割以上となっており、特に“発達障害”で

は４割を超えています。また“視覚障害”と“高次脳機能障害”は「70～79歳」で３割半ばを超えて、

他の障害より高くなっています。 

  

全　体

（n=759）

19
歳
以
下

20

29
歳

30

39
歳

40

49
歳

50

59
歳

60

69
歳

70

79
歳

80
歳
以
上

無
回
答

0.5 1.6

2.2 7.1 23.5 26.2 24.2 13.8 0.8

(%)

～ ～ ～ ～ ～ ～

（単位:％）
ｎ

19歳
以下

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
69歳

70～
79歳

80歳
以上

無回答

全体 759 0.5 1.6 2.2 7.1 23.5 26.2 24.2 13.8 0.8

父親 33 0.0 0.0 0.0 0.0 21.2 18.2 33.3 27.3 0.0

母親 263 0.0 0.4 0.0 3.0 22.8 36.9 24.3 11.8 0.8

配偶者 283 0.0 1.1 4.2 7.8 14.1 18.7 31.8 21.9 0.4

子 129 3.1 5.4 0.8 15.5 45.7 25.6 2.3 0.0 1.6

兄弟・姉妹 41 0.0 2.4 7.3 7.3 24.4 24.4 26.8 7.3 0.0

祖父母 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

その他親族 9 0.0 0.0 11.1 11.1 22.2 0.0 44.4 0.0 11.1

肢体不自由 142 0.0 1.4 0.0 7.7 26.8 21.1 26.8 14.8 1.4

音声・言語・そしゃく機能障害 54 0.0 1.9 0.0 13.0 24.1 20.4 27.8 13.0 0.0

視覚障害 64 0.0 1.6 1.6 6.3 20.3 25.0 35.9 9.4 0.0

聴覚・平衡機能障害 48 0.0 2.1 0.0 4.2 14.6 31.3 16.7 31.3 0.0

内部障害 65 0.0 1.5 1.5 4.6 29.2 20.0 24.6 18.5 0.0

知的障害 157 0.0 0.6 0.6 3.8 28.0 38.2 20.4 7.6 0.6

発達障害 114 1.8 2.6 3.5 7.0 26.3 42.1 11.4 4.4 0.9

精神障害 214 1.9 3.3 5.1 9.8 24.3 24.3 21.0 9.3 0.9

高次脳機能障害 23 0.0 0.0 0.0 17.4 8.7 26.1 39.1 8.7 0.0

難病（特定疾病） 157 0.0 1.3 1.3 9.6 21.7 21.0 24.2 19.7 1.3

その他 15 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 40.0 13.3 26.7 0.0

介
助
者
別

障
害
別
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（2-7）主な介助者による介助状況（問 15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者のその他の介護状況は、「高齢者（両親・祖父母等）の介護」が 12.1％と１割を超えて最

も高く、次いで「配偶者の介護」が 4.5％、「子ども（就学児・未就学児）の子育て」が 4.0％と続いて

います。 

 一方、「他の方の介護はしていない」が 69.8％と７割を占めています。 

 令和４年度と比較すると、介護状況の傾向にあまり変化はありませんが、「高齢者（両親・祖父母等）

の介護」が 2.2ポイント上がっており、反対に「配偶者の介護」が 2.0ポイント下がっています。 

 

 

（2-8）主な介助者の就労状況（問 16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な介助者の就労状況は、「就労していない」が 47.2％と４割半ばを超えて最も高く、次いで「フル

タイムで就労している」が 29.2％、「パート・アルバイト等」が 19.0％と続いています。 

  

高齢者（両親・祖父母等）の介護

配偶者の介護

子ども（就学児・未就学児）の子育て

障害のある方の介護

病気の方の介護

その他

他の方の介護はしていない

無回答

12.1

4.5

4.0

2.9

1.2

1.8

69.8

6.2

9.9

6.5

3.3

2.1

1.1

2.3

71.1

5.6

0% 20% 40% 60% 80%

令和７年度(n=759)

令和４年度(n=657)

全　体

（n=759）

フ
ル
タ
イ
ム
（

１
週
５
日
程
度

・
１
日
８
時
間
程
度
の
就
労
）

で
就
労
し
て
い
る

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等

（
「

フ
ル
タ
イ
ム
」

以
外
の

就
労
し
て
い
る
）

就
労
し
て
い
な
い

無
回
答

29.2 19.0 47.2 4.6

(%)



 

- 16 - 

（３）相談や福祉の情報について 

（3-1）日常生活で困っていること（問 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活で困っていることは、「将来に不安を感じている」と「健康状態に不安がある」と３割半ば

を超えて高く、「経済的に不安がある」が 27.2％、「災害時の避難に不安がある」が 24.0％と続いてい

ます。 

 令和４年度と比較すると、全体的な傾向にあまり変化はなく、上位９項目は同じ順位となっていま

す。また、「様々な人と知り合ったり、交流する機会が少ない」と「障害や病気に対する周囲の理解が

ない」がともに 3.2ポイント、令和４年度より下がっています。 

  

将来に不安を感じている

健康状態に不安がある

経済的に不安がある

災害時の避難に不安がある

緊急時の対応に不安がある

家事などが十分にできない

役所などの手続きが難しい

外出に支障がある

自分の思いや考えをうまく伝えられない

自分に合わせた情報を集めるのが難しい※

様々な人と知り合ったり、交流する機会が少ない

介助者が高齢化している

人間関係に支障がある

情報を集める集中力が維持しにくい※

就労について困っている

困ったとき相談する相手がいない

介助者の負担が大きい

障害や病気に対する周囲の理解がない

着替えや食事などが十分にできない

住まいに支障がある

日中することがない

その他

特にない

無回答

近くに、病気や障害を理解した上で診てもらえる診療所がない

36.9

36.8

27.2

24.0

23.3

21.7

21.3

19.5

17.7

14.0

13.1

12.5

11.4

10.3

9.8

9.8

9.6

9.5

7.6

5.7

5.5

3.2

3.2

22.3

3.4

39.4

36.8

28.7

25.8

24.7

23.7

22.1

21.5

16.7

16.3

12.5

12.2

10.6

11.8

10.4

12.7

8.0

5.7

6.7

4.2

3.0

17.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40%

令和７年度(n=2,493)

令和４年度(n=2,000)

※「自分の思いや考えをうまく伝えられない」

「情報を集める集中力が維持しにくい」

は令和７年度から追加
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【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「健康状態に不安がある」が３割を超えて高く、60 歳以上の年

代で最も高くなっています。 

「将来に不安を感じている」は 60 歳未満の年代で４割を超えて最も高くなっています。また、「経済

的に不安がある」も 60歳未満の年代で３割を超えて高くなっています。  

（単位:％）

ｎ

健康状態に
不安がある

着替えや食
事などが
十分にで
きない

家事など
が十分に
できない

介助者の
負担が大
きい

介助者が
高齢化して
いる

外出に支
障がある

住まいに支
障がある

全体 2,493 36.8 7.6 21.7 9.6 12.5 19.5 5.7

18～29歳 247 32.8 10.5 32.4 18.2 14.2 21.5 5.7

30～39歳 291 40.9 10.3 27.5 10.0 15.8 17.5 8.2

40～49歳 339 37.8 6.8 19.2 6.8 12.1 16.5 5.0

50～59歳 410 39.5 4.6 18.5 6.1 8.5 13.9 5.6

60～69歳 378 39.4 3.7 16.7 6.3 6.9 13.8 7.4

70～79歳 380 31.3 6.1 17.6 7.4 10.0 20.8 4.5

80～89歳 339 33.9 12.1 23.6 13.6 20.6 29.5 4.4

90歳以上 79 40.5 16.5 31.6 22.8 19.0 39.2 3.8

年
代
別

（単位:％）

ｎ

就労につい
て困ってい
る

緊急時の
対応に不
安がある

災害時の
避難に不
安がある

人間関係
に支障が
ある

障害や病
気に対する
周囲の理
解がない

困ったとき
相談する相
手がいな
い

自分の思
いや考えを
うまく伝え
られない

全体 2,493 9.8 23.3 24.0 11.4 9.5 9.8 17.7

18～29歳 247 22.7 27.9 30.0 24.3 16.6 12.6 42.5

30～39歳 291 22.3 26.8 26.1 22.3 16.5 14.8 30.2

40～49歳 339 14.7 19.8 18.6 15.6 14.5 12.7 21.8

50～59歳 410 11.2 23.9 23.2 13.7 13.7 13.4 17.8

60～69歳 378 3.7 19.8 22.8 7.7 7.9 7.9 7.7

70～79歳 380 1.8 21.8 21.6 1.8 0.8 4.2 6.8

80～89歳 339 0.9 22.1 26.0 2.7 2.7 6.2 10.3

90歳以上 79 0.0 39.2 39.2 5.1 0.0 2.5 8.9

年
代
別

（単位:％）

ｎ

自分に合
わせた情
報を集める
のが難しい

情報を集
める集中力
が維持しに
くい

役所など
の手続き
が難しい

近くに、病気や

障害を理解し

た上で診ても

らえる診療所

がない

経済的に
不安がある

将来に不
安を感じて
いる

日中するこ
とがない

全体 2,493 14.0 10.3 21.3 3.2 27.2 36.9 5.5

18～29歳 247 34.4 26.7 40.1 5.3 37.7 49.8 4.5

30～39歳 291 23.0 18.2 23.4 3.4 39.5 53.3 4.8

40～49歳 339 13.6 8.8 18.0 5.0 30.1 43.1 4.1

50～59歳 410 12.2 8.3 15.6 3.2 33.9 46.3 4.4

60～69歳 378 7.1 6.1 12.7 2.9 25.9 35.4 3.4

70～79歳 380 7.1 3.9 17.1 2.1 18.4 20.0 5.5

80～89歳 339 9.1 8.0 25.7 2.4 14.5 23.0 9.4

90歳以上 79 19.0 11.4 40.5 0.0 7.6 12.7 13.9

年
代
別

（単位:％）

ｎ

様々な人と知

り合ったり、交

流する機会が

少ない

その他 特にない 無回答

全体 2,493 13.1 3.2 22.3 3.4

18～29歳 247 17.8 1.6 14.6 1.2

30～39歳 291 18.6 3.8 14.1 1.7

40～49歳 339 15.6 4.1 20.6 3.8

50～59歳 410 11.7 3.2 23.4 2.0

60～69歳 378 9.3 2.9 24.9 1.9

70～79歳 380 7.1 4.2 29.2 5.5

80～89歳 339 13.6 2.4 27.1 5.3

90歳以上 79 15.2 1.3 13.9 7.6

年
代
別
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

様々な人と知

り合ったり、交

流する機会が

少ない

その他 特にない 無回答

全体 2,493 13.1 3.2 22.3 3.4

肢体不自由 320 11.3 2.5 19.4 2.5

音声・言語・そしゃく機能障害 87 18.4 3.4 10.3 5.7

視覚障害 163 10.4 2.5 15.3 3.1

聴覚・平衡機能障害 153 14.4 3.9 23.5 6.5

内部障害 324 9.6 2.8 35.8 2.2

知的障害 256 21.1 3.1 11.7 1.6

発達障害 263 24.3 4.9 8.4 0.8

精神障害 626 22.4 5.1 10.4 1.0

高次脳機能障害 40 17.5 5.0 5.0 2.5

難病（特定疾病） 817 6.9 2.2 29.6 2.2

問12に該当する方 658 23.4 5.2 4.6 1.8

その他 42 28.6 9.5 11.9 7.1

障
害
別

（単位:％）

ｎ

自分に合
わせた情
報を集める
のが難しい

情報を集
める集中力
が維持しに
くい

役所など
の手続き
が難しい

近くに、病気や

障害を理解し

た上で診ても

らえる診療所

がない

経済的に
不安がある

将来に不
安を感じて
いる

日中するこ
とがない

全体 2,493 14.0 10.3 21.3 3.2 27.2 36.9 5.5

肢体不自由 320 10.9 6.3 21.9 3.8 21.9 31.3 6.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 24.1 11.5 36.8 3.4 24.1 33.3 9.2

視覚障害 163 18.4 7.4 33.1 3.1 25.2 35.0 10.4

聴覚・平衡機能障害 153 12.4 7.2 21.6 2.0 11.1 29.4 5.9

内部障害 324 6.5 5.6 15.4 3.1 20.4 23.5 5.9

知的障害 256 44.5 25.8 53.5 5.9 23.0 41.0 5.9

発達障害 263 36.5 30.0 39.2 6.5 49.0 59.3 6.5

精神障害 626 18.8 18.2 23.6 5.4 49.2 59.3 7.2

高次脳機能障害 40 37.5 30.0 42.5 10.0 47.5 45.0 12.5

難病（特定疾病） 817 6.5 3.3 13.0 2.0 18.7 29.0 3.9

問12に該当する方 658 29.5 23.6 36.6 6.8 45.3 57.8 7.6

その他 42 21.4 23.8 26.2 7.1 23.8 38.1 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

就労につ
いて困って
いる

緊急時の
対応に不
安がある

災害時の
避難に不
安がある

人間関係
に支障が
ある

障害や病
気に対する
周囲の理
解がない

困ったとき
相談する相
手がいな
い

自分の思
いや考えを
うまく伝え
られない

全体 2,493 9.8 23.3 24.0 11.4 9.5 9.8 17.7

肢体不自由 320 5.6 27.8 35.9 3.8 5.0 6.9 14.4

音声・言語・そしゃく機能障害 87 9.2 43.7 42.5 9.2 5.7 6.9 41.4

視覚障害 163 6.1 35.6 37.4 6.1 4.3 8.6 11.0

聴覚・平衡機能障害 153 5.9 28.8 26.8 6.5 9.2 6.5 11.8

内部障害 324 5.2 19.8 22.5 2.8 6.2 7.4 7.1

知的障害 256 7.0 46.9 48.0 22.3 11.3 14.1 58.2

発達障害 263 28.9 32.7 31.6 38.4 25.9 19.0 49.0

精神障害 626 22.2 24.4 22.2 27.2 20.9 18.8 28.6

高次脳機能障害 40 20.0 42.5 45.0 20.0 17.5 12.5 45.0

難病（特定疾病） 817 4.7 15.5 18.0 1.8 6.1 5.1 5.3

問12に該当する方 658 21.1 33.1 32.4 31.2 21.1 19.9 41.8

その他 42 11.9 33.3 31.0 16.7 16.7 11.9 26.2

障
害
別

（単位:％）

ｎ

健康状態
に不安が
ある

着替えや食
事などが
十分にで
きない

家事など
が十分に
できない

介助者の
負担が大
きい

介助者が
高齢化して
いる

外出に支
障がある

住まいに支
障がある

全体 2,493 36.8 7.6 21.7 9.6 12.5 19.5 5.7

肢体不自由 320 33.1 15.9 28.8 21.6 20.3 30.3 6.3

音声・言語・そしゃく機能障害 87 39.1 19.5 32.2 27.6 26.4 34.5 6.9

視覚障害 163 31.9 7.4 29.4 10.4 16.0 43.6 3.7

聴覚・平衡機能障害 153 22.2 7.2 13.7 9.2 11.1 19.0 3.9

内部障害 324 41.0 5.6 14.8 6.8 8.6 19.1 5.6

知的障害 256 21.9 17.6 43.4 21.9 29.3 35.2 4.7

発達障害 263 41.8 14.8 40.7 17.1 20.2 24.0 11.8

精神障害 626 48.7 8.9 30.0 9.4 12.5 19.8 11.2

高次脳機能障害 40 40.0 15.0 35.0 35.0 42.5 35.0 15.0

難病（特定疾病） 817 42.1 6.2 14.7 6.6 7.8 15.3 3.3

問12に該当する方 658 51.1 15.2 40.1 18.5 21.3 30.4 10.6

その他 42 35.7 7.1 21.4 21.4 31.0 19.0 7.1

障
害
別
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 障害別にみると、“肢体不自由”では、「災害時の避難に不安がある」が最も高くなっています。ま

た、“難病（特定疾病）”を除くいずれの障害でも２割を超えて高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”では「緊急時の対応に不安がある」が最も高くなっています。 

“視覚障害”では「外出に支障がある」が４割を超えて最も高くなっています。 

“内部障害”と“難病（特定疾病）”では「健康状態に不安がある」が最も高くなっています。また、

“聴覚・平衡機能障害”、“知的障害”を除くいずれの障害でも３割を超えて高くなっており、特に“問

12 に該当する方”では５割を超えています。 

“知的障害”では「自分の思いや考えをうまく伝えられない」が５割を超えて最も高くなっています。 

“高次脳機能障害”では「経済的に不安がある」が最も高くなっています。 

 それ以外の障害ではいずれも「将来に不安を感じている」が最も高くなっており、すべての障害で２

割を超えています。 
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（3-2）困ったときの相談相手（問 19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 困ったときの相談相手は、「家族や親族」が 76.7％と７割半ばを超えて突出して高く、次いで「医療

関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）」が 30.0％、「友人・知人」が 27.0％と続いており、

それ以外の項目は１割を下回っています。 

 一方、「どこに相談すればいいかわからない」は 4.4％、「相談する相手がいない」は 3.3％となって

います。 

  

n=2,493

家族や親族

医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）

友人・知人

利用している施設の職員・グループホームの世話人

職場の上司・同僚

ヘルパー等福祉従事者

障害福祉課・予防対策課

訪問看護師

相談支援事業所等の相談支援専門員

障害者就労支援センター

高齢者あんしん相談センター

近所の人

保健サービスセンター

福祉事務所のケースワーカー

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

障害等の当事者会や家族の会

各地区の生活あんしん拠点（地域生活支援拠点）

地域活動支援センター

身体障害者相談員・知的障害者相談員

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

ピアサポーター

どこに相談すればいいかわからない

相談する相手がいない

無回答

障害者基幹相談支援センター

その他

医療関係の相談窓口（地域包括ケア歯科相談窓口、かかりつけ医・

在宅療養相談窓口、患者の声相談窓口等）

76.7

30.0

27.0

9.6

7.4

7.4

6.4

6.1

5.7

4.8

4.2

3.7

3.2

3.0

2.5

2.4

1.9

1.6

1.6

1.6

1.1

1.0

0.9

0.8

0.4

4.4

3.5

3.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80%



 

- 21 - 

 

【クロス集計】年代別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代も「家族や親族」が７割を超えて最も高く、特に“18～29歳”と“80

～89歳”では８割を超えています。 

いずれの年代でも「医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）」が２割を超えており、特

に 70 歳未満の年代では３割を超えて高くなっています。また、“90 歳以上”以外のいずれの年代でも

「友人・知人」が２割を超えています。  

（単位:％）

ｎ

家族や親
族

近所の人 友人・知人 ピアサポー
ター

職場の上
司・同僚

民生委員・
児童委員

障害等の
当事者会
や家族の
会

身体障害
者相談員・
知的障害
者相談員

全体 2,493 76.7 3.2 27.0 0.4 7.4 0.8 1.6 1.1

18～29歳 247 84.2 0.0 28.7 0.4 17.8 0.0 3.6 3.2

30～39歳 291 78.0 1.4 28.5 1.0 15.5 0.0 2.4 1.0

40～49歳 339 74.9 1.5 28.3 0.6 12.4 0.3 2.4 0.9

50～59歳 410 70.7 1.7 28.8 0.2 8.0 0.2 1.7 1.2

60～69歳 378 72.2 4.0 29.9 0.5 3.2 1.3 1.6 1.1

70～79歳 380 79.5 6.6 28.9 0.0 1.6 0.5 0.0 0.8

80～89歳 339 80.5 5.9 20.6 0.3 0.0 1.8 0.6 0.3

90歳以上 79 79.7 3.8 7.6 1.3 0.0 5.1 0.0 0.0

年
代
別

（単位:％）

ｎ

ヘルパー
等福祉従
事者

利用してい

る施設の職

員・グループ

ホームの世

話人

相談支援
事業所等
の相談支
援専門員

医療関係者

（医師・歯科

医師・看護

師・医療相談

員）

医療関係
の相談窓
口

障害福祉
課・予防対
策課

障害福祉

課・予防対

策課以外の

区の窓口

保健サー
ビスセン
ター

全体 2,493 7.4 9.6 4.8 30.0 5.7 6.4 1.9 3.0

18～29歳 247 4.0 17.8 13.4 31.2 3.2 8.9 0.8 2.0

30～39歳 291 3.1 11.3 7.2 31.3 3.8 6.5 2.1 3.8

40～49歳 339 3.5 11.2 4.4 33.9 5.6 7.4 2.4 5.0

50～59歳 410 3.4 10.0 4.9 36.8 3.7 8.3 0.7 3.7

60～69歳 378 7.1 8.2 2.9 34.1 4.8 7.4 3.2 5.0

70～79歳 380 13.2 4.5 1.3 23.7 7.9 3.9 2.1 1.3

80～89歳 339 12.1 6.2 2.9 21.2 9.7 3.2 2.4 0.9

90歳以上 79 24.1 15.2 2.5 22.8 6.3 3.8 1.3 0.0

年
代
別

（単位:％）

ｎ

障害者基
幹相談支
援センター

各地区の生

活あんしん拠

点（地域生活

支援拠点）

福祉事務
所のケー
スワーカー

障害者就
労支援セ
ンター

社会福祉
協議会

高齢者あ
んしん相談
センター

地域活動
支援セン
ター

訪問看護
師

全体 2,493 1.0 1.6 2.5 4.2 0.9 3.7 1.6 6.1

18～29歳 247 1.6 0.8 1.2 9.7 0.0 0.0 0.4 0.4

30～39歳 291 2.7 3.1 1.4 8.2 0.3 0.0 1.4 4.8

40～49歳 339 0.9 1.8 2.9 6.8 0.3 0.3 0.6 7.1

50～59歳 410 0.7 1.0 3.4 4.9 0.2 1.0 1.2 4.9

60～69歳 378 1.6 1.6 3.2 2.9 2.6 2.1 2.9 4.2

70～79歳 380 0.5 1.1 2.1 0.3 1.3 7.4 2.4 8.4

80～89歳 339 0.0 1.8 2.1 0.3 0.9 12.4 2.4 10.3

90歳以上 79 0.0 2.5 3.8 0.0 1.3 8.9 1.3 11.4

年
代
別

（単位:％）

ｎ

SNS（ソー

シャル・ネット

ワーキング・

サービス）

どこに相
談すれば
いいかわ
からない

その他 相談する
相手がい
ない

無回答

全体 2,493 2.4 4.4 3.5 3.3 2.3

18～29歳 247 6.1 2.4 6.1 1.6 1.2

30～39歳 291 4.8 6.2 4.8 3.4 1.0

40～49歳 339 3.2 4.1 3.8 6.2 2.7

50～59歳 410 2.7 5.9 2.7 4.6 1.2

60～69歳 378 2.1 3.7 1.9 4.2 2.1

70～79歳 380 0.0 2.9 1.8 1.6 2.6

80～89歳 339 0.3 5.0 5.0 1.8 3.8

90歳以上 79 0.0 5.1 3.8 1.3 2.5

年
代
別
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

SNS（ソー

シャル・ネット

ワーキング・

サービス）

どこに相
談すれば
いいかわ
からない

その他 相談する
相手がい
ない

無回答

全体 2,493 2.4 4.4 3.5 3.3 2.3

肢体不自由 320 0.9 5.0 2.2 1.6 1.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 0.0 5.7 5.7 1.1 3.4

視覚障害 163 1.2 4.3 6.1 3.7 2.5

聴覚・平衡機能障害 153 2.0 4.6 2.0 1.3 3.3

内部障害 324 0.9 4.6 3.4 3.1 1.2

知的障害 256 0.8 2.3 3.9 1.6 1.6

発達障害 263 7.6 6.1 8.4 4.2 1.1

精神障害 626 6.4 6.2 5.1 5.6 0.8

高次脳機能障害 40 2.5 12.5 2.5 0.0 0.0

難病（特定疾病） 817 1.3 3.4 2.0 3.5 0.9

その他 42 2.4 2.4 4.8 7.1 9.5

障
害
別

（単位:％）

ｎ

障害者基
幹相談支
援センター

各地区の生

活あんしん拠

点（地域生活

支援拠点）

福祉事務
所のケー
スワーカー

障害者就
労支援セ
ンター

社会福祉
協議会

高齢者あ
んしん相談
センター

地域活動
支援セン
ター

訪問看護
師

全体 2,493 1.0 1.6 2.5 4.2 0.9 3.7 1.6 6.1

肢体不自由 320 1.3 1.3 1.6 2.2 0.3 5.6 2.5 8.8

音声・言語・そしゃく機能障害 87 1.1 0.0 2.3 0.0 0.0 5.7 0.0 10.3

視覚障害 163 0.6 1.2 1.8 0.6 2.5 9.2 0.6 4.9

聴覚・平衡機能障害 153 0.7 2.6 0.7 2.0 2.6 7.2 3.3 5.9

内部障害 324 0.9 0.3 1.2 0.0 0.9 5.9 0.3 5.9

知的障害 256 3.5 2.3 2.3 8.2 1.2 0.0 1.2 4.7

発達障害 263 4.2 3.4 4.6 13.7 1.5 1.9 0.8 4.9

精神障害 626 2.4 2.4 4.0 10.1 1.4 1.1 2.7 10.5

高次脳機能障害 40 5.0 0.0 2.5 5.0 0.0 7.5 0.0 12.5

難病（特定疾病） 817 0.5 1.0 1.2 0.4 0.2 4.0 1.5 5.0

その他 42 0.0 4.8 9.5 4.8 4.8 11.9 4.8 2.4

障
害
別

（単位:％）

ｎ

ヘルパー
等福祉従
事者

利用してい

る施設の職

員・グループ

ホームの世

話人

相談支援
事業所等
の相談支
援専門員

医療関係者

（医師・歯科

医師・看護

師・医療相談

員）

医療関係
の相談窓
口

障害福祉
課・予防対
策課

障害福祉

課・予防対

策課以外の

区の窓口

保健サー
ビスセン
ター

全体 2,493 7.4 9.6 4.8 30.0 5.7 6.4 1.9 3.0

肢体不自由 320 15.0 14.7 4.1 25.3 7.5 7.5 4.1 1.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 23.0 24.1 3.4 29.9 10.3 10.3 5.7 3.4

視覚障害 163 16.0 6.1 3.7 16.0 6.1 10.4 3.7 2.5

聴覚・平衡機能障害 153 8.5 6.5 3.3 20.9 8.5 9.2 5.2 2.6

内部障害 324 8.0 4.6 1.9 35.2 7.1 5.2 1.9 1.2

知的障害 256 6.6 43.4 18.0 19.5 2.3 12.5 2.7 1.2

発達障害 263 6.1 14.8 10.6 37.6 5.3 9.5 1.9 5.7

精神障害 626 6.4 12.1 7.8 42.3 5.8 8.8 2.2 7.2

高次脳機能障害 40 17.5 17.5 7.5 37.5 12.5 10.0 7.5 0.0

難病（特定疾病） 817 7.2 3.8 1.5 31.7 5.3 2.6 0.9 2.9

その他 42 2.4 11.9 4.8 33.3 16.7 7.1 2.4 11.9

障
害
別

（単位:％）

ｎ

家族や親
族

近所の人 友人・知人 ピアサポー
ター

職場の上
司・同僚

民生委員・
児童委員

障害等の
当事者会
や家族の
会

身体障害
者相談員・
知的障害
者相談員

全体 2,493 76.7 3.2 27.0 0.4 7.4 0.8 1.6 1.1

肢体不自由 320 80.3 5.9 24.7 0.9 2.8 2.8 2.2 0.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 79.3 5.7 25.3 0.0 6.9 1.1 1.1 5.7

視覚障害 163 73.6 4.9 31.9 1.2 6.1 0.6 3.7 0.6

聴覚・平衡機能障害 153 81.7 7.2 26.8 1.3 5.2 3.3 2.6 0.7

内部障害 324 79.6 4.0 24.4 0.3 2.2 1.2 1.2 0.3

知的障害 256 84.0 2.0 9.0 0.4 14.8 0.4 3.5 6.6

発達障害 263 73.0 1.5 25.1 0.8 15.2 0.0 3.0 3.8

精神障害 626 64.9 1.1 28.0 0.3 9.3 0.6 1.9 1.3

高次脳機能障害 40 82.5 2.5 15.0 0.0 12.5 0.0 10.0 5.0

難病（特定疾病） 817 83.4 3.1 32.7 0.2 7.1 0.2 0.6 0.1

その他 42 64.3 2.4 31.0 0.0 2.4 0.0 0.0 2.4

障
害
別
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 障害別にみると、いずれの障害も「家族や親族」が６割を超えて最も高くなっています。 

“知的障害”では「利用している施設の職員・グループホームの世話人」が 43.4％と４割を超えて他

の障害より高くなっていますが、「友人・知人」は他の障害より低くなっています。 

“精神障害”では「医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）」では 42.3％と４割を超えて、

他の障害より高くなっています。 

 

  



 

- 24 - 

（3-3）福祉情報の入手先（問 20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉情報の入手先は、「区の広報紙（区報等）」が 38.1％と３割半ばを超えて最も高く、次いで「文

の京・障害者福祉のてびき」が 22.5％、「医療機関」が 19.5％と続いています。 

 一方、「特にない」が 16.7％と１割半ばを超えています。 

 

  

n=2,493

区の広報紙（区報等）

文の京・障害者福祉のてびき

医療機関

インターネット

区のホームページ

利用している障害福祉サービス事業所

区の窓口

テレビ・ラジオ

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

新聞・書籍

保健サービスセンター

障害等の当事者会や家族の会

その他

特にない

無回答

38.1

22.5

19.5

18.3

17.3

10.8

9.6

9.2

7.8

7.7

4.2

3.1

3.3

16.7

3.5

0% 10% 20% 30% 40%
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、年代が上がるにつれて「区の広報紙（区報等）」が高くなる傾向にあり、特に 65歳

以上の年代で５割を超えています。 

また、「文の京・障害者福祉のてびき」はいずれの年代でも２割を超えています。 

「区のホームページ」、「インターネット」、「SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）」は 65

歳未満の年代、「テレビ・ラジオ」、「新聞・書籍」は 65歳以上の年代で高くなっています。 

 障害別にみると、“知的障害”では「文の京・障害者福祉のてびき」が最も高く、それ以外の障害は

「区の広報紙（区報等）」が最も高くなっています。 

“発達障害”と“精神障害”では「インターネット」がともに２割半ばと高くなっています。また、“知

的障害”では「利用している障害福祉サービス事業所」が３割半ばと他の障害より高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

区の広報
紙（区報
等）

区のホー
ムページ

文の京・
障害者福
祉のてび
き

区の窓口 保健サー
ビスセン
ター

テレビ・ラ
ジオ

インター
ネット

SNS（ソー
シャル・
ネットワー
キング・
サービス）

全体 2,493 38.1 17.3 22.5 9.6 4.2 9.2 18.3 7.8

18歳以上40歳未満 538 22.1 20.8 22.7 9.3 3.0 3.5 21.4 15.1

40歳以上65歳未満 956 34.3 23.8 20.7 10.9 5.6 6.2 24.7 10.0

65歳以上75歳未満 336 50.9 13.4 25.9 7.7 4.8 12.5 17.0 3.9

75歳以上 633 51.0 7.3 23.4 9.0 2.8 16.7 7.0 0.8

肢体不自由 320 44.4 14.4 40.6 6.6 2.8 12.8 8.8 2.5

音声・言語・そしゃく機能障害 87 46.0 16.1 42.5 13.8 2.3 9.2 10.3 2.3

視覚障害 163 38.7 14.7 34.4 10.4 3.7 19.0 13.5 4.9

聴覚・平衡機能障害 153 51.0 14.4 37.3 12.4 1.3 13.7 11.8 7.8

内部障害 324 44.4 15.4 30.2 8.0 3.1 11.1 17.6 4.6

知的障害 256 30.1 9.8 35.9 7.8 0.8 5.9 6.3 2.3

発達障害 263 30.8 22.4 28.9 10.3 2.7 3.8 25.1 17.9

精神障害 626 30.2 19.6 19.6 9.4 6.5 6.7 25.1 14.1

高次脳機能障害 40 32.5 17.5 25.0 7.5 2.5 5.0 12.5 2.5

難病（特定疾病） 817 40.6 21.4 8.8 11.3 6.7 8.4 21.5 7.2

その他 42 23.8 9.5 26.2 4.8 2.4 4.8 19.0 7.1

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

新聞・書
籍

障害等の
当事者会
や家族の
会

医療機関 利用して
いる障害
福祉サー
ビス事業
所

その他 特にない 無回答

全体 2,493 7.7 3.1 19.5 10.8 3.3 16.7 3.5

18歳以上40歳未満 538 2.6 4.8 19.3 15.8 3.5 19.5 1.3

40歳以上65歳未満 956 5.1 4.1 22.3 9.7 2.5 16.6 2.8

65歳以上75歳未満 336 10.7 1.5 20.2 8.3 2.4 13.4 2.7

75歳以上 633 14.5 1.1 15.3 9.6 4.9 16.1 5.8

肢体不自由 320 11.3 4.1 14.4 17.5 5.0 13.1 5.9

音声・言語・そしゃく機能障害 87 8.0 8.0 20.7 21.8 12.6 19.5 1.1

視覚障害 163 8.0 7.4 11.0 13.5 8.0 17.8 0.6

聴覚・平衡機能障害 153 19.0 3.9 15.0 6.5 7.2 19.6 3.9

内部障害 324 13.6 1.2 23.8 4.3 2.8 15.4 2.5

知的障害 256 2.7 9.8 5.5 35.5 5.9 18.8 4.3

発達障害 263 2.7 3.8 20.9 18.3 3.8 16.3 3.0

精神障害 626 4.6 3.4 25.9 12.3 2.7 17.4 2.2

高次脳機能障害 40 2.5 10.0 22.5 22.5 7.5 22.5 7.5

難病（特定疾病） 817 6.5 1.1 24.0 4.8 1.8 17.3 2.9

その他 42 4.8 0.0 16.7 9.5 9.5 23.8 2.4

年
代
別

障
害
別
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（3-4）今後希望する生活（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後希望する生活は、「地域で自立して生活する」が 42.7％と４割を超えて最も高く、次いで「親や

親族と一緒に生活する」が 22.0％と２割を超えて続き、それ以外の項目は１割を下回っています。 

 一方、「わからない」は 18.0％と１割半ばを超えています。 

 令和４年度と比較すると、「地域で自立して生活する」が 10.9ポイント上がっており、反対に「親や

親族と一緒に生活する」が 5.1ポイント、「わからない」が 5.5ポイント下がっています。 

 
 

【クロス集計】年代別・障害別 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「地域で自立して生活する」が最も高く、特に 75歳未満の年代

で４割半ばを超えています。 

また、“65 歳以上 75 歳未満”を除くいずれの年代でも「親や親族と一緒に生活する」が２割を超え

ています。 

 障害別にみると、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“知的障害”、“高次脳機能障害”は「親や親族

と一緒に生活する」が最も高く、それ以外の障害はいずれも「地域で自立して生活する」が最も高くな

っています。  

（単位:％）

ｎ

地域で
自立して
生活する

親や親
族と一
緒に生
活する

グループ

ホーム等の

共同生活住

居に入居す

る

区内の入所

施設に（障

害者支援施

設等）に入

所する

区外でも良

いので入所

施設（障害

者支援施設

等）に入所

する

高齢者
施設（老
人ホーム
等）で生
活する

その他 わから
ない

無回答

全体 2,493 42.7 22.0 2.5 2.8 0.9 5.1 2.3 18.0 3.7

18歳以上40歳未満 538 45.7 24.0 5.8 3.0 1.1 0.2 2.2 16.7 1.3

40歳以上65歳未満 956 49.7 21.0 2.1 2.7 1.0 1.3 2.2 16.6 3.3

65歳以上75歳未満 336 49.1 18.5 1.2 0.6 0.3 5.4 2.1 18.8 4.2

75歳以上 633 27.0 23.7 1.1 3.6 0.9 15.0 2.7 21.0 4.9

肢体不自由 320 31.6 25.0 2.8 4.4 1.9 10.0 1.6 17.5 5.3

音声・言語・そしゃく機能障害 87 26.4 32.2 2.3 4.6 2.3 10.3 3.4 18.4 0.0

視覚障害 163 45.4 21.5 0.0 4.3 0.6 5.5 3.7 16.6 2.5

聴覚・平衡機能障害 153 35.3 22.2 1.3 3.3 0.7 9.8 0.7 24.8 2.0

内部障害 324 43.8 21.3 0.3 1.9 0.6 8.6 1.9 18.8 2.8

知的障害 256 9.8 25.8 16.8 11.7 3.9 1.6 2.7 23.0 4.7

発達障害 263 43.3 23.2 7.2 3.4 1.5 1.5 4.2 14.1 1.5

精神障害 626 47.1 21.4 1.4 1.9 0.3 2.4 3.0 20.3 2.1

高次脳機能障害 40 25.0 30.0 2.5 7.5 2.5 7.5 0.0 17.5 7.5

難病（特定疾病） 817 51.2 22.8 0.5 1.0 1.0 5.8 1.8 13.2 2.8

問12に該当する方 658 37.1 21.0 4.0 5.3 1.2 4.4 3.6 20.8 2.6

その他 42 26.2 23.8 0.0 2.4 0.0 14.3 9.5 23.8 0.0

年
代
別

障
害
別

令和７年度

（n=2,493）

令和４年度

（n=2,000）

高
齢
者
施
設

（

老
人
ホ
ー

ム
等
）

で
生
活
す
る

そ
の
他
※

地
域
で
自
立
し
て

生
活
す
る

親
や
親
族
と
一
緒
に

生
活
す
る

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等

の
共
同
生
活
住
居
に

入
居
す
る

区
内
の
入
所
施
設
に

（

障
害
者
支
援
施
設
等
）

に
入
所
す
る

区
外
で
も
良
い
の
で

入
所
施
設
（

障
害
者
支
援

施
設
等
）

に
入
所
す
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

42.7

31.9

22.0

27.1

2.5

3.1

2.8

4.4

0.9

1.6

5.1

4.4

2.3 18.0

23.5

3.7

4.3

(%)

※「その他」は令和７年度から追加
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（3-5）地域で安心して暮らすために必要な施策（問 22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で安心して暮らすために必要な施策は、「経済的支援の充実」が 27.8％、「障害に対する理解の

促進」が 27.6％、「医療やリハビリテーションの充実」が 25.8％、「福祉・医療・介護との連携の充実」

が 22.2％と２割を超えて高くなっています。 

 令和４年度と比較すると、全体的な傾向にあまり大きな変化はありませんが、「障害に対する理解の

促進」が 3.6ポイント下がっており、全体的に微減している項目が多くなっています。 

  

経済的支援の充実

障害に対する理解の促進

医療やリハビリテーションの充実

福祉・医療・介護との連携の充実

仕事を継続するための支援の充実

身近な地域で相談できる場の充実

災害時支援の充実

居住支援の充実

訪問系サービスの充実

働くための訓練・就労に向けた支援の充実

趣味やスポーツ活動の充実

建物・道路等のバリアフリー化

障害者向けの住まいの確保

日中活動系サービスの充実

短期入所（ショートステイ）の整備

入所施設（障害者支援施設等）の整備

グループホームの整備

財産管理や見守り等の支援の充実

幼少期・学齢期からの教育・育成の充実

文化芸術活動の充実※

福祉機器・補装具などの充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

福祉と教育の連携の充実

意思疎通支援の充実

その他

特にない

無回答

地域交流の場の充実

27.8

27.6

25.8

22.2

19.3

17.2

16.5

12.9

12.4

11.5

11.4

11.2

9.6

8.4

7.9

7.7

6.0

5.6

5.2

5.1

4.9

4.4

3.0

2.6

1.2

3.2

10.0

4.4

28.8

31.2

26.1

23.0

19.4

19.3

17.0

11.4

13.2

12.8

10.8

12.1

11.3

10.1

8.7

10.3

7.8

6.5

6.3

4.7

4.5

3.3

3.1

1.1

2.6

7.7

4.7

0% 10% 20% 30% 40%

令和７年度(n=2,493)

令和４年度(n=2,000)

※「文化芸術活動の充実」

は令和７年度から追加



 

- 28 - 

 

【クロス集計】障害別 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

障害に対す
る理解の促
進

医療やリハ
ビリテー
ションの充
実

幼少期・学
齢期からの
教育・育成
の充実

働くための
訓練・就労
に向けた支
援の充実

仕事を継続
するための
支援の充実

身近な地域
で相談でき
る場の充実

訪問系サー
ビスの充実

全体 2,493 27.6 25.8 5.2 11.5 19.3 17.2 12.4

肢体不自由 320 25.9 42.5 2.2 3.8 7.8 13.4 20.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 31.0 35.6 2.3 10.3 12.6 8.0 29.9

視覚障害 163 38.0 27.6 3.1 9.2 8.6 21.5 19.6

聴覚・平衡機能障害 153 32.7 28.8 3.3 7.2 11.1 18.3 12.4

内部障害 324 22.8 28.1 3.7 4.6 9.0 17.0 16.4

知的障害 256 32.4 9.8 5.9 10.5 24.6 18.4 11.3

発達障害 263 40.3 12.9 12.2 24.3 37.3 19.4 8.0

精神障害 626 39.3 15.8 6.7 23.8 31.5 22.2 8.6

高次脳機能障害 40 35.0 52.5 2.5 10.0 7.5 12.5 27.5

難病（特定疾病） 817 18.4 33.2 5.3 6.9 17.6 14.4 12.1

問12に該当する方 658 35.1 19.8 6.5 18.1 27.5 17.5 13.1

その他 42 23.8 23.8 2.4 14.3 14.3 21.4 23.8

障
害
別

（単位:％）

ｎ

居住支援の
充実

建物・道路
等のバリア
フリー化

当事者同士
で支援しあ
える仕組み
づくり

文化芸術活
動の充実

趣味やス
ポーツ活動
の充実

財産管理や
見守り等の
支援の充実

経済的支援
の充実

全体 2,493 12.9 11.2 3.0 5.1 11.4 5.6 27.8

肢体不自由 320 10.0 24.4 1.3 4.1 6.3 4.4 20.3

音声・言語・そしゃく機能障害 87 11.5 18.4 1.1 4.6 8.0 4.6 20.7

視覚障害 163 14.1 27.0 4.9 5.5 9.8 1.8 21.5

聴覚・平衡機能障害 153 9.8 12.4 2.6 2.0 7.2 5.2 14.4

内部障害 324 13.3 12.3 2.2 6.2 10.2 3.4 25.3

知的障害 256 14.8 3.5 1.2 4.7 16.4 14.1 17.6

発達障害 263 17.1 3.8 5.3 7.2 12.5 12.2 39.9

精神障害 626 18.1 3.5 4.5 5.9 12.1 7.7 43.5

高次脳機能障害 40 12.5 17.5 5.0 2.5 2.5 5.0 32.5

難病（特定疾病） 817 11.0 13.0 2.9 4.4 10.9 3.4 26.9

問12に該当する方 658 17.9 6.4 4.3 5.5 11.6 8.7 37.8

その他 42 11.9 11.9 4.8 4.8 11.9 2.4 23.8

障
害
別

（単位:％）

ｎ

日中活動系
サービスの
充実

短期入所
（ショートス
テイ）の整備

意思疎通支
援の充実

福祉機器・
補装具など
の充実

グループ
ホームの整
備

入所施設
（障害者支
援施設等）
の整備

障害者向け
の住まいの
確保

全体 2,493 8.4 7.9 1.2 4.9 6.0 7.7 9.6

肢体不自由 320 8.8 15.3 0.6 10.9 5.3 10.0 11.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 16.1 23.0 5.7 14.9 5.7 14.9 12.6

視覚障害 163 8.0 8.0 1.2 14.1 3.7 6.7 14.1

聴覚・平衡機能障害 153 7.2 10.5 10.5 16.3 2.0 8.5 9.2

内部障害 324 5.6 6.8 0.0 7.7 2.2 5.9 6.5

知的障害 256 25.0 23.0 2.3 2.0 35.9 33.6 19.5

発達障害 263 12.5 10.3 1.9 1.5 13.3 11.0 15.6

精神障害 626 11.7 4.2 0.6 1.0 3.8 4.0 15.8

高次脳機能障害 40 15.0 12.5 2.5 12.5 2.5 10.0 10.0

難病（特定疾病） 817 4.0 6.4 0.1 4.2 2.2 5.5 4.0

問12に該当する方 658 14.1 9.0 1.2 3.0 10.0 13.1 16.7

その他 42 14.3 11.9 4.8 2.4 4.8 11.9 9.5

障
害
別
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 障害別にみると、“視覚障害”、“聴覚・平衡機能障害”、“発達障害”では「障害に対する理解の促

進」が最も高くなっています。また、“難病（特定疾病）”を除くいずれの障害でも２割を超えてお

り、特に“発達障害”では４割を超えています。 

“知的障害”では、「グループホームの整備」が３割半ばを超えて最も高くなっています。 

“精神障害”と“問 12に該当する方”では、「経済的支援の充実」が最も高く、特に“精神障害”で

は４割を超えて他の障害より高くなっています。 

“その他”では「福祉・医療・介護との連携の充実」が最も高くなっています。 

 それ以外の障害ではいずれも「医療やリハビリテーションの充実」が最も高く、特に“高次脳機能障

害”では５割、“肢体不自由”では４割を超えて、他の障害より高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

災害時支援
の充実

地域交流の
場の充実

福祉・医療・
介護との連
携の充実

福祉と教育
の連携の充
実

その他 特にない 無回答

全体 2,493 16.5 4.4 22.2 2.6 3.2 10.0 4.4

肢体不自由 320 17.5 4.1 25.0 0.3 2.2 9.7 8.1

音声・言語・そしゃく機能障害 87 19.5 0.0 28.7 1.1 2.3 11.5 2.3

視覚障害 163 15.3 3.1 20.9 3.7 4.3 4.3 4.9

聴覚・平衡機能障害 153 24.8 3.9 31.4 2.6 3.3 8.5 4.6

内部障害 324 17.9 3.4 24.7 1.5 4.0 14.8 2.2

知的障害 256 14.5 3.9 20.7 2.0 2.3 5.5 3.5

発達障害 263 13.7 6.1 17.1 4.6 4.6 5.7 1.9

精神障害 626 15.3 5.9 16.3 3.0 3.8 6.5 1.8

高次脳機能障害 40 17.5 0.0 25.0 5.0 0.0 2.5 10.0

難病（特定疾病） 817 17.0 3.9 25.1 1.8 3.3 12.6 4.0

問12に該当する方 658 16.3 5.0 22.6 3.6 5.6 4.6 2.3

その他 42 23.8 4.8 26.2 0.0 9.5 7.1 2.4

障
害
別
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（４）日中活動や外出について 

（４-1）平日の日中の過ごし方（問 28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平日の日中の過ごし方は、「自宅で家事をしている」が 23.9％で最も高く、次いで「（職場に障害を

開示して）正社員・正職員として働いている」が 13.7％、「福祉施設・障害福祉サービス事業所等に通

っている」が 8.9％、「（職場に障害を開示して）パート・アルバイトなどで働いている」が 6.3％と続

いています。 

 一方、「特に決まった予定はない」は 15.2％となっています。 

  

n=2,493

自宅で家事をしている

（職場に障害を開示して）正社員・正職員として働いている

福祉施設・障害福祉サービス事業所等に通っている

（職場に障害を開示して）パート・アルバイトなどで働いている

自営業・家業の手伝いなどで働いている

（職場に障害を開示せず）正社員・正職員として働いている

（職場に障害を開示して）契約社員として働いている

休職中

育児をしている

大学・専門学校などに通っている

（職場に障害を開示せず）契約社員として働いている

職業訓練校（職業能力開発センター等）に通っている

その他

特に決まった予定はない

無回答

（職場に障害を開示せず）パート・アルバイトなどで働いている

ハローワーク等に通って求職活動をしている

23.9

13.7

8.9

6.3

5.5

4.9

3.6

3.4

3.2

1.6

1.5

1.0

0.8

0.1

7.3

15.2

10.3

0% 5% 10% 15% 20% 25%
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【クロス集計】年代別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、“18 歳以上 40 歳未満”と“40 歳以上 65 歳未満”では「（職場に障害を開示して）

正社員・正職員として働いている」が２割を超えて高くなっています。 

“40歳以上 65歳未満”、“65 歳以上 75歳未満”、“75 歳以上”では「自宅で家事をしている」が２割を

超えて最も高く、特に“65 歳以上 75歳未満”では 38.1％と３割半ばを超えています。 

 また、“65歳以上 75歳未満”と“75歳以上”では「特に決まった予定はない」が２割を超えており、

特に“75歳以上”では３割を超えています。 

  

（単位:％）

ｎ

（職場に障害を

開示して）正社

員・正職員とし

て働いている

（職場に障害を

開示せず）正社

員・正職員とし

て働いている

（職場に障害を

開示して）契約

社員として働

いている

（職場に障害を

開示せず）契約

社員として働

いている

（職場に障害を

開示して）パー

ト・アルバイトな

どで働いている

（職場に障害を

開示せず）パー

ト・アルバイトな

どで働いている

全体 2,493 13.7 4.9 3.6 0.8 6.3 3.2

18歳以上40歳未満 538 22.1 7.1 7.6 1.1 8.6 3.0

40歳以上65歳未満 956 20.6 7.9 4.2 1.3 8.3 5.2

65歳以上75歳未満 336 4.2 1.2 1.5 0.3 7.1 2.7

75歳以上 633 1.7 0.5 0.3 0.0 0.8 0.6

年
代
別

（単位:％）

ｎ

自営業・家業
の手伝いなど
で働いている

福祉施設・障害

福祉サービス

事業所等に

通っている

大学・専門学
校などに通っ
ている

職業訓練校（職

業能力開発セ

ンター等）に

通っている

ハローワーク等

に通って求職

活動をしてい

る

自宅で家事を
している

全体 2,493 5.5 8.9 1.5 0.1 1.0 23.9

18歳以上40歳未満 538 4.3 20.6 6.3 0.4 1.3 10.8

40歳以上65歳未満 956 6.1 9.0 0.3 0.0 1.5 23.3

65歳以上75歳未満 336 7.4 3.0 0.3 0.3 0.9 38.1

75歳以上 633 4.9 1.9 0.0 0.0 0.0 28.0

年
代
別

（単位:％）

ｎ

育児をしてい
る

休職中 その他 特に決まった
予定はない

無回答

全体 2,493 1.6 3.4 7.3 15.2 10.3

18歳以上40歳未満 538 3.5 3.9 6.3 4.6 5.2

40歳以上65歳未満 956 2.3 4.6 6.0 7.5 5.4

65歳以上75歳未満 336 0.0 3.6 9.2 22.3 8.3

75歳以上 633 0.0 0.8 9.2 32.2 22.4

年
代
別
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“高次脳機能障害”では「（職場に障害を開示して）正社員・正職員として働いてい

る」が２割を超えて最も高くなっています。 

“音声・言語・そしゃく機能障害”、“知的障害”、“発達障害”では「福祉施設・障害福祉サービス事業

所等に通っている」が最も高く、特に“知的障害”では５割となっています。 

 それ以外の障害では「自宅で家事をしている」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

育児をしてい
る

休職中 その他 特に決まった
予定はない

無回答

全体 2,493 1.6 3.4 7.3 15.2 10.3

肢体不自由 320 0.3 1.6 9.4 23.1 15.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 0.0 2.3 9.2 32.2 14.9

視覚障害 163 0.0 1.2 9.8 26.4 12.9

聴覚・平衡機能障害 153 0.0 0.7 7.2 24.8 15.7

内部障害 324 0.9 2.8 9.0 21.9 10.2

知的障害 256 0.0 0.4 4.7 4.7 7.8

発達障害 263 0.8 4.6 9.5 7.2 5.3

精神障害 626 2.2 8.3 9.4 11.7 4.6

高次脳機能障害 40 0.0 2.5 12.5 17.5 15.0

難病（特定疾病） 817 2.7 1.5 6.4 13.6 10.5

問12に該当する方 658 0.9 5.2 10.6 13.5 8.1

その他 42 0.0 4.8 11.9 28.6 7.1

障
害
別

（単位:％）

ｎ

自営業・家業
の手伝いなど
で働いている

福祉施設・障害

福祉サービス

事業所等に

通っている

大学・専門学
校などに通っ
ている

職業訓練校（職

業能力開発セ

ンター等）に

通っている

ハローワーク等

に通って求職

活動をしてい

る

自宅で家事を
している

全体 2,493 5.5 8.9 1.5 0.1 1.0 23.9

肢体不自由 320 4.4 7.8 2.2 0.0 0.3 23.4

音声・言語・そしゃく機能障害 87 5.7 13.8 1.1 1.1 1.1 11.5

視覚障害 163 4.3 3.7 3.7 0.0 0.6 20.2

聴覚・平衡機能障害 153 4.6 3.9 0.7 0.0 0.7 32.0

内部障害 324 7.4 1.5 1.2 0.0 0.6 27.8

知的障害 256 0.0 50.0 0.0 0.0 0.8 5.1

発達障害 263 2.7 18.6 5.3 1.1 1.9 13.7

精神障害 626 5.1 11.8 1.4 0.2 2.2 27.3

高次脳機能障害 40 7.5 10.0 0.0 0.0 2.5 15.0

難病（特定疾病） 817 7.8 0.9 1.3 0.0 0.7 25.5

問12に該当する方 658 3.6 18.1 1.5 0.2 1.5 19.3

その他 42 0.0 14.3 2.4 0.0 0.0 23.8

障
害
別

（単位:％）

ｎ

（職場に障害を

開示して）正社

員・正職員とし

て働いている

（職場に障害を

開示せず）正社

員・正職員とし

て働いている

（職場に障害を

開示して）契約

社員として働

いている

（職場に障害を

開示せず）契約

社員として働

いている

（職場に障害を

開示して）パー

ト・アルバイトな

どで働いている

（職場に障害を

開示せず）パー

ト・アルバイトな

どで働いている

全体 2,493 13.7 4.9 3.6 0.8 6.3 3.2

肢体不自由 320 12.5 0.9 1.9 0.0 2.8 0.9

音声・言語・そしゃく機能障害 87 11.5 0.0 2.3 0.0 3.4 0.0

視覚障害 163 13.5 3.1 3.7 0.6 3.1 1.2

聴覚・平衡機能障害 153 11.1 0.0 2.6 0.0 5.2 0.0

内部障害 324 12.0 3.1 0.9 0.0 4.9 3.1

知的障害 256 9.8 0.8 10.5 0.8 8.2 0.4

発達障害 263 15.6 4.9 9.1 1.1 9.9 6.8

精神障害 626 9.6 5.6 5.0 0.8 8.8 4.8

高次脳機能障害 40 22.5 0.0 0.0 0.0 2.5 0.0

難病（特定疾病） 817 19.3 7.8 1.2 1.3 5.6 3.5

問12に該当する方 658 10.5 4.6 4.4 1.1 6.1 3.6

その他 42 4.8 2.4 0.0 2.4 2.4 4.8

障
害
別



 

- 33 - 

（４-2）（仕事をしている方について）仕事の内容（問 28-2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 仕事の内容は、「事務の仕事」が 42.6％と４割を超えて最も高く、次いで「自営業」が 11.0％、「販

売・接客の仕事」が 10.6％、「自宅での仕事（テレワーク）」が 9.8％、「医療・福祉の仕事」が 8.2％

と続いています。 

 

  

n=918

事務の仕事

自営業

販売・接客の仕事

自宅での仕事（テレワーク）

医療・福祉の仕事

清掃の仕事

教育関係の仕事

調理、食品、厨房内の仕事

役所や官公庁の仕事

倉庫等の商品管理や発送の仕事

店舗、バックヤードの仕事

農産物等の栽培の仕事

その他

わからない

無回答

42.6

11.0

10.6

9.8

8.2

7.6

5.7

4.1

3.6

2.3

2.1

0.4

12.7

0.2

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（4-3）一般就労のために希望する支援（問 29） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一般就労のために希望する支援は、「自分に合った仕事を見つける支援」が 29.2％と３割近くで最も

高く、次いで「就労に向けての相談支援」が 26.6％、「企業等における障害理解の推進」が 23.3％、

「就労継続に向けての相談支援」が 21.3％と２割を超えて続いています。 

 一方、「特にない」は 24.0％と２割を超えています。 

 

  

n=2,493

自分に合った仕事を見つける支援

就労に向けての相談支援

企業等における障害理解の推進

就労継続に向けての相談支援

求職活動の支援

企業等での短時間（１日２時間程度）雇用の推進

障害のある人が働く企業等の見学

自立や社会参加を目的とした就労訓練の場

企業等での体験実習

履歴書の作成や面接への同行支援

ビジネスマナーなどを学ぶ機会

就労意欲向上のためのプログラム

その他

特にない

無回答

29.2

26.6

23.3

21.3

16.1

15.0

13.4

12.8

12.4

10.8

9.1

6.9

3.1

24.0

22.6

0% 10% 20% 30%
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【クロス集計】年代別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも、「自分に合った仕事を見つける支援」が最も高くなっています。 

“18 歳以上 40 歳未満”では、「就労に向けての相談支援」、「就労継続に向けての相談支援」、「企業等

における障害理解の推進」が３割を超えて、他の年代より高くなっています。 

 障害別にみると、いずれの障害でも「就労に向けての相談支援」か「自分に合った仕事を見つける支

援」が最も高くなっています。 

“聴覚・平衡機能障害”では「企業等における障害理解の推進」も最も高くなっています。 

また、“発達障害”では「就労に向けての相談支援」、「就労継続に向けての相談支援」、「自分に合っ

た仕事を見つける支援」、「企業等における障害理解の推進」で４割を超えて、他の障害より高くなって

います。 

  

（単位:％）

ｎ

就労に向
けての相
談支援

就労継続
に向けて
の相談支
援

障害のあ
る人が働
く企業等
の見学

企業等で
の体験実
習

自立や社
会参加を
目的とし
た就労訓
練の場

就労意欲
向上のた
めのプロ
グラム

求職活動
の支援

自分に
合った仕
事を見つ
ける支援

全体 2,493 26.6 21.3 13.4 12.4 12.8 6.9 16.1 29.2

18歳以上40歳未満 538 39.0 36.8 26.0 23.0 19.1 10.6 22.9 41.3

40歳以上65歳未満 956 31.5 25.9 14.7 13.1 13.9 8.6 20.1 33.2

65歳以上75歳未満 336 20.8 11.0 8.3 7.7 11.6 4.5 13.1 27.1

75歳以上 633 11.5 6.6 3.0 4.4 6.3 3.0 5.8 14.1

肢体不自由 320 18.1 10.9 7.8 6.9 6.9 2.8 9.1 16.9

音声・言語・そしゃく機能障害 87 28.7 18.4 9.2 6.9 14.9 10.3 6.9 25.3

視覚障害 163 20.9 11.7 8.0 7.4 9.8 6.1 14.1 20.2

聴覚・平衡機能障害 153 18.3 18.3 7.8 6.5 11.8 3.3 10.5 20.9

内部障害 324 20.7 12.0 7.4 6.2 8.3 2.8 15.1 23.1

知的障害 256 30.1 26.6 16.8 20.7 19.5 9.4 14.1 39.8

発達障害 263 43.7 42.6 33.5 28.9 24.7 14.4 26.6 48.7

精神障害 626 39.6 36.4 24.6 21.2 19.3 11.8 26.4 40.1

高次脳機能障害 40 30.0 22.5 20.0 12.5 20.0 5.0 7.5 30.0

難病（特定疾病） 817 20.8 15.3 6.5 6.7 8.6 4.5 12.5 23.1

その他 42 33.3 23.8 9.5 9.5 11.9 11.9 21.4 23.8

年
代
別

障
害
別

（単位:％）

ｎ

ビジネス
マナーな
どを学ぶ
機会

履歴書の
作成や面
接への同
行支援

企業等で
の短時間
（1日2時
間程度）雇
用の推進

企業等に
おける障
害理解の
推進

その他 特にない 無回答

全体 2,493 9.1 10.8 15.0 23.3 3.1 24.0 22.6

18歳以上40歳未満 538 19.0 21.4 21.9 36.2 5.0 13.2 11.0

40歳以上65歳未満 956 10.5 12.6 18.1 27.5 3.7 22.6 14.1

65歳以上75歳未満 336 3.3 5.7 11.6 17.3 0.3 30.1 25.0

75歳以上 633 1.7 2.1 5.7 8.8 2.1 32.9 43.1

肢体不自由 320 3.1 5.0 6.9 16.3 2.8 30.6 32.8

音声・言語・そしゃく機能障害 87 9.2 8.0 4.6 17.2 4.6 28.7 21.8

視覚障害 163 8.0 9.8 10.4 19.6 1.8 32.5 27.0

聴覚・平衡機能障害 153 5.2 5.9 9.2 20.9 2.6 25.5 34.0

内部障害 324 1.9 4.0 9.6 17.0 2.8 31.8 25.6

知的障害 256 15.2 15.6 15.6 27.3 3.5 16.4 18.0

発達障害 263 23.6 27.8 25.5 41.4 5.3 12.2 10.6

精神障害 626 16.1 22.0 24.8 34.3 4.2 14.4 13.6

高次脳機能障害 40 5.0 5.0 5.0 25.0 2.5 15.0 25.0

難病（特定疾病） 817 5.3 4.8 13.6 19.5 2.9 28.2 25.1

その他 42 9.5 9.5 19.0 23.8 4.8 31.0 14.3

年
代
別

障
害
別
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（4-4）休日の過ごし方（問 30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 休日の過ごし方は、「家でくつろぐ」が 59.4％と約６割で最も高く、次いで「買い物」が 40.9％、

「近所の散歩」が 31.6％、「趣味や学習活動、習い事」が 30.3％と３割を超えて続いています。 

 一方、「特に決まった予定はない」は 7.9％となっています。 

 令和４年度と比較すると、全体的な傾向にあまり変化ありませんが、「近所の散歩」が 5.3ポイント

下がっています。 

 

  

家でくつろぐ

買い物

近所の散歩

趣味や学習活動、習い事

音楽、演劇、映画、スポーツなどの鑑賞

友人・知人と会う

飲食店に行く

読書

旅行

スポーツ・運動

地域の行事への参加や交流

ボランティア活動

その他

特に決まった予定はない

無回答

59.4

40.9

31.6

30.3

29.9

27.5

25.9

21.9

19.5

16.7

5.8

3.4

5.7

7.9

6.8

58.5

41.4

36.9

28.4

26.2

23.5

22.3

21.7

16.3

14.9

4.3

3.0

4.5

7.2

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和７年度(n=2,493)

令和４年度(n=2,000)
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（4-5）外出の頻度（問 31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外出の頻度は、「ほぼ毎日」が 43.4％と４割を超えて最も高く、次いで「週に３～４回」が 18.9％、

「週に１～２回」が 15.4％、「あまり外出しない」が 10.5％と続いています。 

 

 

【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「ほぼ毎日」が最も高くなっています。 

“肢体不自由”、“音声・言語・そしゃく機能障害”、“その他”では、「あまり外出しない」が２割を超

えて、他の障害より高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

ほぼ毎日 週に３～４回 週に１～２回 月に１～３回 あまり外出し
ない

無回答

全体 2,493 43.4 18.9 15.4 5.3 10.5 6.5

肢体不自由 320 25.0 20.9 16.3 7.2 20.6 10.0

音声・言語・そしゃく機能障害 87 25.3 14.9 21.8 6.9 20.7 10.3

視覚障害 163 33.7 24.5 14.1 9.2 11.0 7.4

聴覚・平衡機能障害 153 33.3 17.6 21.6 5.9 12.4 9.2

内部障害 324 43.5 20.1 14.8 4.6 11.7 5.2

知的障害 256 48.0 9.0 19.9 7.4 10.2 5.5

発達障害 263 48.3 17.1 17.5 4.2 9.5 3.4

精神障害 626 45.0 20.3 14.2 5.8 10.4 4.3

高次脳機能障害 40 37.5 12.5 7.5 15.0 17.5 10.0

難病（特定疾病） 817 49.3 17.0 14.2 3.9 9.3 6.2

問12に該当する方 658 39.5 15.5 16.3 8.1 13.1 7.6

その他 42 40.5 19.0 7.1 7.1 21.4 4.8

障
害
別

全　体

（n=2,493）

無
回
答

ほ
ぼ
毎
日

週
に
３
～

４
回

週
に
１
～

２
回

月
に
１
～

３
回

あ
ま
り

外
出
し
な
い

43.4 18.9 15.4 5.3 10.5 6.5

(%)
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（５）住まいについて 

（5-1）住まいでの困りごと（問 34） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 住まいでの困りごとは、「建物の老朽化」が 18.9％、「家賃など住宅費の負担」が 18.0％と１割半ば

を超えて高く、次いで「建物のバリアフリーに問題」が 7.6％と続いています。 

 一方、「特にない」は 47.9％と４割半ばを超えています。 

 令和４年度と比較すると、全体的な傾向にあまり変化はありませんが、「建物の老朽化」が 2.7ポイ

ント上がっており、「建物のバリアフリーに問題」が 2.0ポイント下がっています。 

  

建物の老朽化

家賃など住宅費の負担

建物のバリアフリーに問題

近隣住民との人間関係

周りに相談できる人がいない

転居したいがサポートがないと難しい

入居を断られたことがある

その他

特にない

無回答

18.9

18.0

7.6

4.8

4.5

3.3

2.2

3.8

47.9

10.2

16.2

16.2

9.6

5.5

4.8

2.5

2.3

2.5

48.1

13.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=2,493)

令和４年度(n=2,000)
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【クロス集計】同居家族別・障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族別にみると、“家族と同居”では、「建物の老朽化」が 19.0％と最も高くなっています。 

 それ以外ではいずれも「家賃など住宅費の負担」が最も高く、特に“ひとり暮らし”は約３割となっ

ています。 

 障害別にみると、“肢体不自由”では「建物のバリアフリーに問題」が最も高くなっています。 

“発達障害”、“精神障害”、“問 12 に該当する方”では、「家賃など住宅費の負担」が最も高く、特に

“発達障害”と“精神障害”では３割を超えています。 

それ以外の障害では「建物の老朽化」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ
周りに相談でき
る人がいない

入居を断られた
ことがある

その他 特にない 無回答

全体 2,493 4.5 2.2 3.8 47.9 10.2

家族等と同居 1,664 3.4 0.8 3.1 51.4 10.2

ひとり暮らし 680 7.8 5.3 5.4 40.0 7.8

グループホーム等での集団生活 102 2.0 1.0 3.9 52.0 18.6

その他 70 4.3 4.3 4.3 48.6 14.3

肢体不自由 320 3.4 1.9 3.4 45.0 15.3

音声・言語・そしゃく機能障害 87 3.4 2.3 1.1 54.0 6.9

視覚障害 163 4.9 6.7 4.3 50.9 10.4

聴覚・平衡機能障害 153 0.7 0.0 3.9 48.4 13.7

内部障害 324 2.5 1.2 2.8 52.8 10.5

知的障害 256 2.7 1.2 1.2 59.4 13.7

発達障害 263 9.9 3.4 6.1 38.8 8.4

精神障害 626 11.2 5.1 6.4 32.9 7.7

高次脳機能障害 40 0.0 2.5 2.5 42.5 15.0

難病（特定疾病） 817 1.5 0.6 2.8 53.4 8.9

問12に該当する方 658 10.3 3.8 5.9 36.2 9.1

その他 42 9.5 4.8 14.3 47.6 7.1

同

居

家

族

別

障
害
別

（単位:％）

ｎ
建物のバリアフ
リーに問題

建物の老朽化 家賃など住宅
費の負担

近隣住民との人
間関係

転居したいがサ
ポートがないと
難しい

全体 2,493 7.6 18.9 18.0 4.8 3.3

家族等と同居 1,664 8.3 19.0 13.5 4.5 2.1

ひとり暮らし 680 6.2 20.6 29.9 5.9 6.5

グループホーム等での集団生活 102 7.8 7.8 8.8 3.9 2.0

その他 70 7.1 12.9 17.1 2.9 1.4

肢体不自由 320 17.8 16.9 11.6 2.5 1.9

音声・言語・そしゃく機能障害 87 16.1 19.5 12.6 3.4 1.1

視覚障害 163 9.2 19.6 16.6 4.3 2.5

聴覚・平衡機能障害 153 7.2 24.2 8.5 5.2 0.7

内部障害 324 8.6 18.5 12.7 2.8 2.2

知的障害 256 5.5 12.1 10.2 4.7 1.6

発達障害 263 3.0 20.9 31.6 7.6 8.0

精神障害 626 5.6 24.9 30.2 10.4 8.1

高次脳機能障害 40 5.0 22.5 15.0 0.0 2.5

難病（特定疾病） 817 7.8 17.6 15.5 2.4 1.5

問12に該当する方 658 7.8 24.0 24.6 8.8 7.0

その他 42 11.9 23.8 7.1 4.8 7.1

同

居

家

族

別

障
害
別
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（5-２）グループホームへの入居希望（問 36） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 グループホームへの入居希望は、「希望しない」が 70.2％と７割を占めて最も高く、次いで「10年以

上先に入居したい」が 5.4％、「10年以内に入居したい」が 2.4％と続いています。 

 

 

【クロス集計】年代別・同居家族別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「希望しない」が最も高く、特に“40 歳以上 65歳未満”と“65

歳以上 75歳未満”で７割半ばを占めています。 

同居家族別にみると、“家族と同居”、“ひとり暮らし”、“その他”では、「希望しない」が７割を超え

て最も高くなっています。 

 障害別にみると、いずれの障害でも「希望しない」が最も高くなっています。 

“知的障害”では、「10年以内に入居したい」、「10 年以上先に入居したい」が１割を超えて、他の障害

より高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

希望しない １年以内に
入居したい

３年以内に
入居したい

５年以内に
入居したい

10年以内
に入居した
い

10年以上

先に入居し

たい

その他 無回答

全体 2,493 70.2 0.9 1.2 1.4 2.4 5.4 7.1 11.5

18歳以上40歳未満 538 65.4 1.3 2.0 2.6 4.6 8.7 8.4 6.9

40歳以上65歳未満 956 75.2 0.6 0.9 0.5 1.2 6.1 6.2 9.3

65歳以上75歳未満 336 75.0 0.0 0.0 0.6 2.4 5.1 7.1 9.8

75歳以上 633 64.5 1.4 1.4 2.4 2.2 1.9 7.3 19.0

家族等と同居 1,664 70.3 0.8 1.2 1.7 3.1 5.9 6.4 10.6

ひとり暮らし 680 76.5 0.9 1.2 1.0 1.0 5.1 4.3 10.0

その他 70 72.9 0.0 2.9 0.0 1.4 1.4 8.6 12.9

肢体不自由 320 66.6 0.3 1.6 0.9 1.9 4.4 8.4 15.9

音声・言語・そしゃく機能障害 87 66.7 1.1 2.3 0.0 3.4 10.3 8.0 8.0

視覚障害 163 73.6 1.2 1.2 0.6 2.5 1.8 4.3 14.7

聴覚・平衡機能障害 153 64.7 1.3 0.7 1.3 2.0 4.6 8.5 17.0

内部障害 324 75.3 0.9 0.6 1.5 2.8 4.9 3.7 10.2

知的障害 256 25.4 2.0 4.7 4.7 11.3 15.2 22.3 14.5

発達障害 263 65.0 2.3 2.3 2.3 4.9 8.7 6.1 8.4

精神障害 626 76.2 1.1 1.3 1.0 1.8 4.5 7.2 7.0

高次脳機能障害 40 65.0 2.5 2.5 0.0 0.0 2.5 12.5 15.0

難病（特定疾病） 817 77.0 0.9 0.2 1.1 0.7 5.5 4.3 10.3

問12に該当する方 658 62.6 1.2 1.8 2.0 3.2 7.4 11.4 10.3

その他 42 64.3 2.4 0.0 2.4 4.8 0.0 19.0 7.1

同

居

家

族

別

障
害
別

年
代
別

全　体

（n=2,493）

そ
の
他

無
回
答

希
望
し
な
い

１
年
以
内
に

入
居
し
た
い

３
年
以
内
に

入
居
し
た
い

５
年
以
内
に

入
居
し
た
い

1
0
年
以
内
に

入
居
し
た
い

1
0
年
以
上
先
に

入
居
し
た
い

70.2

0.9

1.2

1.4

2.4
5.4 7.1 11.5

(%)
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（5-3）希望するグループホームの所在地（問 36-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 希望するグループホームの所在地は、「文京区内」が 67.0％と６割半ばを超えて最も高く、次いで「23

区内（文京区を除く）」が 28.2％、「東京都内（23 区内を除く）」が 11.2％、「関東（東京都を除く）」

が 5.5％と続いています。 

 

 

【クロス集計】年代別・同居家族別・障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、いずれの年代でも「文京区内」が６割を超えて最も高くなっています。 

“18歳以上 40歳未満”では、「23区内（文京区を除く）」が４割を超えて、他の年代より高くなってい

ます。 

同居家族別にみると、いずれも“文京区内”が最も高く、特に“家族等と同居”では７割を超えてい

ます。 

 障害別にみると、いずれの障害でも「文京区内」が６割を超えて最も高くなっています。 

“発達障害”では、「23区内（文京区を除く）」が４割半ばを超えて、他の障害より高くなっています。 

  

（単位:％）
ｎ

文京区内 23区内（文
京区を除く）

東京都内（23
区内を除く）

関東（東京都
を除く）

文京区外（そ
の他）

無回答

全体 457 67.0 28.2 11.2 5.5 3.1 18.6

18歳以上40歳未満 149 73.2 42.3 14.1 4.0 2.0 13.4

40歳以上65歳未満 148 62.2 25.7 11.5 8.8 4.7 18.2

65歳以上75歳未満 51 74.5 13.7 3.9 5.9 3.9 15.7

75歳以上 105 61.9 19.0 10.5 2.9 1.9 26.7

家族等と同居 317 70.7 31.2 11.0 5.0 2.8 17.7

ひとり暮らし 92 67.4 23.9 13.0 5.4 2.2 17.4

グループホーム等での集団生活 55 43.6 16.4 5.5 5.5 5.5 30.9

その他 10 60.0 20.0 20.0 20.0 10.0 10.0

肢体不自由 56 62.5 19.6 8.9 3.6 5.4 25.0

音声・言語・そしゃく機能障害 22 72.7 31.8 9.1 9.1 4.5 13.6

視覚障害 19 63.2 15.8 15.8 5.3 0.0 15.8

聴覚・平衡機能障害 28 60.7 17.9 7.1 0.0 3.6 28.6

内部障害 47 74.5 27.7 19.1 4.3 2.1 12.8

知的障害 154 71.4 29.9 9.1 3.9 2.6 17.5

発達障害 70 68.6 45.7 18.6 4.3 0.0 18.6

精神障害 105 64.8 34.3 16.2 5.7 5.7 18.1

高次脳機能障害 8 87.5 25.0 12.5 0.0 0.0 12.5

難病（特定疾病） 104 62.5 25.0 8.7 8.7 2.9 18.3

問12に該当する方 178 69.7 30.3 14.0 4.5 2.8 18.0

その他 12 66.7 33.3 16.7 0.0 8.3 8.3

同

居

家

族

別

障
害
別

年
代
別

n=457

文京区内

23区内（文京区を除く）

東京都内（23区内を除く）

関東（東京都を除く）

文京区外（その他）

無回答

67.0

28.2

11.2

5.5

3.1

18.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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（６）権利擁護・差別解消について 

（6-1）地域で差別や合理的配慮の不提供を感じる場面（問 39） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面は、「交通機関」が 8.8％と最も高く、次

いで「職場」が 4.7％、「お店などの民間事業者」が 4.5％と続いています。 

 一方、「特に感じたことはない」は 52.9％と５割を超えています。 

  

n=2,493

交通機関

職場

お店などの民間事業者

住んでいる地域や住民

区役所などの行政機関

医療機関

家

学校

公共施設

福祉施設・障害福祉サービス事業所

その他

特に感じたことはない

無回答

8.8

4.7

4.5

2.6

2.5

2.3

2.0

1.8

1.6

1.0

2.1

52.9

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“発達障害”、“精神障害”、“その他”では「職場」が、“音声・言語・そしゃく機能

障害”、“聴覚・平衡機能障害”、“高次脳機能障害”では「お店などの民間事業者」が最も高くなってい

ます。 

 それ以外の障害ではいずれも「交通機関」が最も高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

医療機関 交通機関 学校 その他 特に感じた
ことはない

無回答

全体 2,493 2.3 8.8 1.8 2.1 52.9 13.2

肢体不自由 320 1.3 11.9 1.6 1.6 51.6 15.3

音声・言語・そしゃく機能障害 87 5.7 8.0 1.1 3.4 51.7 8.0

視覚障害 163 3.1 11.0 1.8 1.8 50.3 10.4

聴覚・平衡機能障害 153 0.0 7.8 1.3 1.3 51.0 15.0

内部障害 324 1.9 8.3 1.2 2.5 63.9 11.1

知的障害 256 3.9 7.0 5.1 2.3 46.1 13.7

発達障害 263 2.7 8.0 5.3 1.9 34.2 11.8

精神障害 626 4.2 8.5 1.4 3.8 40.7 11.2

高次脳機能障害 40 2.5 12.5 0.0 5.0 42.5 15.0

難病（特定疾病） 817 0.7 10.5 2.0 1.2 58.9 14.1

その他 42 4.8 7.1 0.0 4.8 45.2 9.5

障
害
別

（単位:％）

ｎ

家 職場 福祉施設・
障害福祉
サービス事
業所

お店など
の民間事
業者

住んでいる
地域や住
民

公共施設 区役所な
どの行政
機関

全体 2,493 2.0 4.7 1.0 4.5 2.6 1.6 2.5

肢体不自由 320 0.6 1.6 0.9 5.9 2.2 1.9 3.8

音声・言語・そしゃく機能障害 87 1.1 0.0 0.0 11.5 1.1 4.6 3.4

視覚障害 163 1.8 1.2 0.0 9.8 2.5 3.1 3.1

聴覚・平衡機能障害 153 1.3 2.0 0.7 10.5 4.6 0.7 3.9

内部障害 324 1.9 1.9 0.9 1.9 0.9 0.9 2.8

知的障害 256 1.2 2.7 2.0 6.3 3.9 4.3 1.6

発達障害 263 5.7 11.0 1.9 4.2 3.8 3.8 5.7

精神障害 626 4.5 10.2 2.1 3.4 4.5 1.6 4.0

高次脳機能障害 40 2.5 5.0 0.0 12.5 0.0 0.0 2.5

難病（特定疾病） 817 0.7 3.2 0.4 4.4 1.5 1.0 1.5

その他 42 4.8 7.1 4.8 2.4 4.8 0.0 4.8

障
害
別
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（７）災害対策について 

（7-1）災害発生時の困りごと（問 43） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害発生時の困りごとは、「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が 46.2％と４割半ばを超え

て最も高く、次いで「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が 28.4％、「在宅避難で必要な支援が

受けられるか不安」が 23.6％、「一人では避難できない」が 22.4％と続いています。 

 一方、「特にない」は 17.4％となっています。 

 令和４年度と比較すると、「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が 5.2 ポイント、「避難所で

他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 3.4 ポイント下がっています。 

 

  

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

避難所で必要な支援が受けられるか不安

在宅避難で必要な支援が受けられるか不安※

一人では避難できない

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい

避難所の設備が自分の障害に対応しているか不安

助けを求める方法がわからない

近くに助けてくれる人がいない

避難所の場所がわからない

災害の情報を知る方法がわからない

医療機器の電源確保が心配

その他

特にない

無回答

46.2

28.4

23.6

22.4

20.5

20.3

16.9

14.0

12.6

12.5

6.5

3.4

17.4

8.9

45.2

33.6

23.4

23.9

20.6

16.6

12.2

13.1

13.6

6.2

3.7

14.9

8.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=2,493)

令和４年度(n=2,000)

※「在宅避難で必要な支援が受けられるか不安」

は令和７年度から追加
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【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、“肢体不自由”、“音声・言語・そしゃく機能”、“視覚障害”、“知的障害”では、「一

人では避難できない」が最も高く、特に“知的障害”では 54.7％と５割半ば近くで他の障害より高く

なっています。 

 それ以外の障害ではいずれも「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が最も高くなっていま

す。 

 また、「避難所で必要な支援が受けられるか不安」、「在宅避難で必要な支援が受けられるか不安」、

「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」はいずれの障害でも２割を超えて高くなっています。 

  

（単位:％）

ｎ

避難所で
他の人と一
緒に過ごす
のが難しい

在宅避難で
必要な支援
が受けられ
るか不安

薬や医療
的ケアを確
保できるか
どうか不安

医療機器
の電源確
保が心配

その他 特にない 無回答

全体 2,493 20.5 23.6 46.2 6.5 3.4 17.4 8.9

肢体不自由 320 16.6 28.1 42.5 10.0 4.1 12.5 11.6

音声・言語・そしゃく機能障害 87 21.8 31.0 43.7 13.8 5.7 13.8 5.7

視覚障害 163 17.2 33.1 35.0 4.3 1.8 13.5 8.6

聴覚・平衡機能障害 153 18.3 26.8 34.0 11.8 7.8 18.3 9.2

内部障害 324 13.3 25.9 54.0 10.5 4.3 21.0 6.8

知的障害 256 37.5 28.5 28.5 6.6 1.6 14.1 8.6

発達障害 263 38.4 24.7 43.0 7.2 4.9 17.1 6.1

精神障害 626 32.6 23.6 54.0 4.6 4.0 14.9 8.0

高次脳機能障害 40 22.5 32.5 40.0 2.5 12.5 7.5 10.0

難病（特定疾病） 817 13.5 21.5 55.6 6.5 2.6 17.4 7.6

問12に該当する方 658 34.7 26.9 52.6 5.9 4.0 12.0 9.3

その他 42 31.0 21.4 38.1 16.7 7.1 19.0 4.8

障
害
別

（単位:％）

ｎ

災害の情
報を知る方
法がわから
ない

助けを求め
る方法がわ
からない

避難所の
場所がわ
からない

近くに助け
てくれる人
がいない

一人では
避難でき
ない

避難所の設
備が自分の
障害に対応
しているか
不安

避難所で
必要な支
援が受けら
れるか不安

全体 2,493 12.5 16.9 12.6 14.0 22.4 20.3 28.4

肢体不自由 320 9.7 14.4 9.1 15.3 44.7 34.7 36.9

音声・言語・そしゃく機能障害 87 14.9 26.4 10.3 13.8 47.1 35.6 43.7

視覚障害 163 19.6 22.7 20.2 16.6 46.6 28.2 32.5

聴覚・平衡機能障害 153 20.9 19.6 11.8 9.8 22.9 25.5 30.1

内部障害 324 7.1 12.3 10.2 12.7 18.8 21.6 29.3

知的障害 256 29.3 36.3 22.3 14.1 54.7 28.5 39.1

発達障害 263 20.5 28.9 18.6 19.4 21.7 24.0 31.9

精神障害 626 12.3 20.0 16.3 20.0 16.6 21.6 33.1

高次脳機能障害 40 12.5 25.0 15.0 20.0 35.0 37.5 37.5

難病（特定疾病） 817 8.6 12.2 8.4 11.5 16.2 14.2 23.3

問12に該当する方 658 17.2 24.0 17.9 19.0 30.1 25.8 38.3

その他 42 16.7 21.4 16.7 31.0 33.3 28.6 35.7

障
害
別
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○ 18歳未満の方を対象にした調査 

 

（１）対象者特性 

（1-1）回答者（問１） 

 

 

 

 

 

 

 

 調査の回答者は、「ご家族の方」が 92.7％と９割を超えており、「あて名ご本人」は 6.2％となってい

ます。 

 

 

（1-2）年齢（問２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年齢は、「６～８歳」が 27.3％、「３～５歳」が 22.8％、「９～11歳」が 22.4％と２割

を超えており、次いで「15 歳以上」が 12.5％、「12～14歳」が 11.0％、「０～２歳」が 3.2％と続いて

います。 

 令和４年度と比較すると、「15歳以上」が 5.1ポイント、「９～11歳」が 5.0 ポイント上がっており、

反対に「12～14歳」が 6.1 ポイント下がっています。 

 

  

全　体

（n=465）

あ
て
名
ご
本
人

ご
家
族
の
方

そ
の
他

無
回
答

6.2 92.7

0.4

0.6

(%)

令和７年度

（n=465）

令和４年度

（n=350）

０
～

２
歳

３
～

５
歳

６
～

８
歳

９
　
11
歳

12
　
14
歳

無
回
答

15
歳
以
上

3.2

2.0

22.8

25.7

27.3

25.1

22.4

17.4

11.0

17.1

12.5

7.4

0.9

5.1

(%)

～ ～
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（1-３）世帯主の年収（問３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 世帯年収は、「1,000 万円以上」が 54.8％と５割を超えて最も高く、次いで「500万円以上～1,000万

円未満」が 26.0％と続いており、500万円以上で全体の８割を占めています。 

 令和４年度と比較すると、「1,000 万円以上」が 5.9 ポイント上がっており、反対に「250 万円以上

～500 万円未満」が 5.1ポイント下がっています。 

 

 

（1-４）同居家族（問 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居している家族は、「母親」が 98.5％と９割半ばを超えて最も高く、次いで「父親」が 92.5％、

「兄弟・姉妹」が 57.2％と続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同居家族の世帯を４区分に分けてみると、「両親と同居（二世代世帯）」が 88.2％と最も高くなって

います。 

  

令和７年度

（n=465）

令和４年度

（n=350）

1
,
0
0
0
万
円

以
上

無
回
答

8
0
万
円
未
満

収
入
は
な
い

5
0
0
万
円
以
上
～

1
,
0
0
0
万
円

未
満

8
0
万
円
以
上
～

1
5
0
万
円
未
満

1
5
0
万
円
以
上
～

2
5
0
万
円
未
満

2
5
0
万
円
以
上
～

5
0
0
万
円
未
満

4.7

2.3

0.9

0.6

1.5

0.6

1.9

2.9

7.1

9.7

26.0

31.1

54.8

48.9

3.0

4.0

(%)

n=465

両親と同居（二世代世帯）

ひとり親家庭

三世代

その他

無回答

88.2

6.5

4.3

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=465

母親

父親

兄弟・姉妹

祖父母

その他親族

その他

無回答

98.5

92.5

57.2

4.3

1.1

1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（1-5）父親の就労状況（問 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 父親の就労状況は、「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・

育休・介護休業中ではない」が 95.8％と最も高く、次いで「以前は就労していたが、現在は就労して

いない」が 2.1％と続いています。 

 一方、「これまで就労したことがない」は 0.2％となっています。 

 

 

（1-6）母親の就労状況（問 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 母親の就労状況は、「フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・

育休・介護休業中ではない」が 41.1％と４割を超えて最も高く、次いで「以前は就労していたが、現

在は就労していない」が 32.3％、「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労してお

り、産休・育休・介護休業中ではない」が 21.6％と続いています。 

 一方、「これまで就労したことがない」は 0.7％となっています。 

 

  

n=430

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で
就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

以前は就労していたが、現在は就労していない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で
就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で
就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で
就労しているが、産休・育休・介護休業中である

これまで就労したことがない

無回答

95.8

2.1

0.9

0.2

0.0

0.2

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=458

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）で
就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

以前は就労していたが、現在は就労していない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で
就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイム１週５日程度・１日８時間程度の就労）で
就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で
就労しているが、産休・育休・介護休業中である

これまで就労したことがない

無回答

41.3

32.3

21.6

2.2

1.1

0.7

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（２）障害と健康について 

（2-1）障害の種類（問 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害の種類は、「発達障害」が 61.3％と最も高く、次いで「知的障害」が 35.9％で続いています。そ

れ以外の障害はいずれも１割を下回っています。 

 令和４年度と比較すると、「知的障害」で 4.1ポイント下がっていますが、全体的な傾向にあまり変

化はありません。 

 

 

（2-2）手帳の所持状況（問 8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 手帳の所持状況は、「愛の手帳」が 31.2％と最も高く、次いで「身体障害者手帳」が 12.5％、「精神

障害者保健福祉手帳」が 7.3％と続いています。 

 一方、「これらの手帳は持っていない」は 41.5％と全体の４割を超えています。 

  

発達障害

知的障害

肢体不自由

難病（特定疾病）

音声・言語・そしゃく機能障害

内部障害

精神障害

聴覚・平衡機能障害

視覚障害

高次脳機能障害

その他

無回答

61.3

35.9

8.0

6.7

6.5

6.0

3.7

3.0

1.9

0.2

6.7

7.7

60.9

40.0

8.6

6.0

7.4

4.9

0.9

4.0

3.4

0.6

5.4

5.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

令和７年度(n=465)

令和４年度(n=350)

n=465

身体障害者手帳

愛の手帳

精神障害者保健福祉手帳

これらの手帳は持っていない

無回答

12.5

31.2

7.3

41.5

12.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（2-3）必要な医療的ケア（問 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 必要とする医療的ケアは、いずれの項目でも３％を切っており、「経管栄養」と「吸入・ネブライザ

ー」のみが２％を上回っています。 

 一方、「特に必要としていない」は 83.7％と８割を超えています。 

 

 

（2-4）日常生活で必要な特別な配慮（問 15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活の中で特別な支援や配慮を必要とする行動面に関する課題について、「こだわり」が 37.4％

と３割半ばを超えて最も高く、次いで「多動」が 23.9％、「睡眠の乱れ」が 10.5％と続いています。 

 一方、「特になし」は 34.2％と３割半ば近くを占めています。 

  

n=465

経管栄養

吸入・ネブライザー

吸引

酸素療法

パルスオキシメーター

気管切開部の管理

人工呼吸器の管理

導尿

中心静脈栄養

鼻咽頭エアウェイ

その他

特に必要としていない

無回答

2.4

2.2

1.7

1.7

1.1

0.9

0.9

0.6

0.0

0.0

4.1

83.7

7.7

0% 30% 60% 90%

n=465

こだわり

多動

睡眠の乱れ

他害

自傷

もの壊し

異食

その他

特になし

無回答

37.4

23.9

10.5

7.5

6.0

6.0

3.7

17.2

34.2

10.1

0% 10% 20% 30% 40%
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（３）相談や福祉の情報について 

（3-1）日常生活で困っていること（問 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活で困っていることは、「将来に不安を感じている」が 37.8％と最も高く、次いで「学習につ

いていけない」が 34.6％、「障害のため、身の回りのことが十分できない」が 31.6％、「友だちとの関

係がうまくいかない」が 30.3％と３割台で続いています。 

 一方、「特にない」は 16.3％となっています。 

 令和４年度と比較すると、「将来に不安を感じている」は 8.5 ポイント下がっています。それ以外は

項目によって増減がありますが、全体的な傾向にあまり変化はありません。 

  

将来に不安を感じている

学習についていけない※

障害のため、身の回りのことが十分できない

友だちとの関係がうまくいかない

緊急時の対応に不安がある

災害時の避難に不安がある

外出が大変である

生活にお金がかかることに不安がある

障害や病気に対する周りの理解がない

介助者に負担をかけている

パニック、自傷、他害が頻発する※

学校などの先生とうまくいかない

健康状態に不安がある

困ったとき相談する相手がいない

病気や障害を理解した上で診てもらえる診療所が
近くに少ない

住まいに不便を感じている

その他

特にない

無回答

37.8

34.6

31.6

30.3

28.4

25.2

19.4

16.1

14.8

14.4

10.5

9.5

9.0

8.8

8.8

4.5

8.0

16.3

3.2

46.3

31.1

32.6

31.4

27.4

16.0

16.6

17.7

12.3

9.7

6.9

10.3

7.4

5.4

7.7

15.7

1.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=465)

令和４年度(n=350)

※「学習についていけない」

「パニック、自傷、他害が頻発する」

は令和７年度から追加



 

- 52 - 

 

【クロス集計】障害別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害別にみると、いずれの障害でも「障害のため、身の回りのことが十分できない」、「災害時の避難

に不安がある」、「緊急時の対応に不安がある」が２割を超えて高くなっています。 

“肢体不自由”と“難病（特定疾病）”では、「障害のため、身の回りのことが十分できない」が６割を

超えて、他の障害より高くなっています。 

“知的障害”、“発達障害”、“問 15に該当する方”では、「学習についていけない」が４割以上で、他の

障害より高くなっています。 

 難病（特定疾病）”では「健康状態に不安がある」が４割を半ばで、他の障害より高くなっています。  

（単位:％）

ｎ

学習につい
ていけない

学校などの
先生とうま
くいかない

友だちとの
関係がうま
くいかない

障害や病気
に対する周
りの理解が
ない

困ったとき
相談する相
手がいない

病気や障害

を理解した

上で診ても

らえる診療

所が近くに

少ない

生活にお金
がかかるこ
とに不安が
ある

全体 465 34.6 9.5 30.3 14.8 8.8 8.8 16.1

肢体不自由 37 18.9 0.0 8.1 5.4 10.8 5.4 32.4

音声・言語・そしゃく機能障害 30 20.0 3.3 16.7 13.3 6.7 6.7 33.3

視覚障害 9 11.1 0.0 11.1 44.4 11.1 11.1 22.2

聴覚・平衡機能障害 14 28.6 0.0 7.1 21.4 0.0 7.1 7.1

内部障害 28 28.6 7.1 17.9 14.3 10.7 10.7 25.0

知的障害 167 46.7 6.6 27.5 21.6 13.8 13.8 26.9

発達障害 285 40.0 12.6 38.6 17.5 10.5 11.2 15.8

精神障害 17 35.3 23.5 29.4 17.6 11.8 11.8 35.3

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 25.8 3.2 12.9 16.1 16.1 9.7 22.6

問15に該当する方 259 42.5 13.9 39.4 22.0 13.9 11.2 19.7

その他 31 32.3 9.7 32.3 6.5 9.7 12.9 9.7

障
害
別

（単位:％）

ｎ

将来に不安
を感じてい
る

パニック、自
傷、他害が
頻発する

その他 特にない 無回答

全体 465 37.8 10.5 8.0 16.3 3.2

肢体不自由 37 45.9 2.7 2.7 5.4 8.1

音声・言語・そしゃく機能障害 30 56.7 0.0 6.7 3.3 3.3

視覚障害 9 66.7 11.1 11.1 11.1 11.1

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 7.1 21.4 14.3 7.1

内部障害 28 39.3 0.0 7.1 17.9 3.6

知的障害 167 50.9 14.4 5.4 5.4 1.8

発達障害 285 42.8 15.4 8.8 14.0 0.4

精神障害 17 52.9 0.0 11.8 5.9 0.0

高次脳機能障害 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 45.2 3.2 9.7 9.7 3.2

問15に該当する方 259 47.5 17.8 9.7 9.3 0.4

その他 31 41.9 12.9 25.8 12.9 3.2

障
害
別

（単位:％）

ｎ

健康状態に
不安がある

障害のため、

身の回りの

ことが十分

できない

介助者に負
担をかけて
いる

外出が大変
である

住まいに不
便を感じて
いる

災害時の避
難に不安が
ある

緊急時の対
応に不安が
ある

全体 465 9.0 31.6 14.4 19.4 4.5 25.2 28.4

肢体不自由 37 32.4 64.9 29.7 56.8 16.2 51.4 48.6

音声・言語・そしゃく機能障害 30 26.7 56.7 23.3 40.0 10.0 43.3 26.7

視覚障害 9 22.2 44.4 55.6 66.7 11.1 55.6 33.3

聴覚・平衡機能障害 14 21.4 35.7 14.3 0.0 0.0 42.9 50.0

内部障害 28 32.1 28.6 17.9 28.6 3.6 42.9 42.9

知的障害 167 14.4 58.7 24.6 37.7 7.2 48.5 53.9

発達障害 285 6.0 33.3 15.4 18.6 4.9 21.1 26.0

精神障害 17 11.8 52.9 17.6 52.9 17.6 47.1 52.9

高次脳機能障害 1 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

難病（特定疾病） 31 45.2 61.3 25.8 38.7 6.5 58.1 58.1

問15に該当する方 259 9.3 43.2 18.9 27.4 6.2 30.9 34.7

その他 31 16.1 29.0 16.1 19.4 3.2 29.0 25.8

障
害
別
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（3-2）福祉情報の入手先（問 19） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉情報の入手先は、「児童発達支援、放課後等デイサービスなどの療育機関」が 47.1％と４割半ば

を超えて最も高く、次いで「インターネット」が 36.3％、「区の広報紙（区報等）」が 33.1％、「区のホ

ームページ」が 26.2％と続いています。 

 一方、「特にない」は 8.8％となっています。 

 

  

n=465

児童発達支援、放課後等デイサービスなどの 療育機関

インターネット

区の広報紙（区報等）

区のホームページ

医療機関

文の京・障害者福祉のてびき

SNS （ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

学校の教職員

障害等の当事者会や家族の会

保育園・こども園・幼稚園の教職員

保健サービスセンター

テレビ・ラジオ

その他

特にない

無回答

区の窓口

新聞・書籍

47.1

36.3

33.1

26.2

22.4

21.5

20.4

18.9

11.4

9.7

8.6

7.5

5.2

3.7

6.0

8.8

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（3-3）地域で安心して暮らすために必要な施策（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で安心して暮らすために必要な施策は、「幼少期・学齢期からの教育・育成の充実」が 51.0％と

５割を超えており、次いで「障害に対する理解の促進」が 40.6％、「働くための訓練・就労に向けた支

援の充実」が 39.1％、「18 歳以降の居場所」32.7％と続いています。 

 令和４年度と比較すると、「障害に対する理解の促進」、「仕事を継続するための支援の充実」、「身近

な地域で相談できる場の充実」で５ポイント以上下がっています。 

  

幼少期・学齢期からの教育・育成の充実

障害に対する理解の促進※

働くための訓練・就労に向けた支援の充実

18歳以降の居場所※

仕事を継続するための支援の充実

経済的支援の充実

福祉と教育の連携の充実

身近な地域で相談できる場の充実

日中活動系サービスの充実

医療やリハビリテーションの充実

入所施設（障害者支援施設等）の整備

グループホームの整備

趣味やスポーツ活動の充実

財産管理や見守り等の支援の充実

災害時支援の充実

福祉・医療・介護との連携の充実

短期入所（ショートステイ）の整備

居住支援の充実

訪問系サービスの充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

文化芸術活動の充実※

福祉機器・補装具などの充実

建物・道路等のバリアフリー化

意思疎通支援の充実

その他

特にない

無回答

地域交流の場の充実

51.0

40.6

39.1

32.7

24.7

23.7

23.0

19.4

15.5

13.8

13.5

13.3

12.0

11.0

10.3

10.1

8.4

7.1

5.8

5.2

3.7

3.2

2.2

1.7

0.2

3.9

4.1

2.4

53.4

51.1

43.7

30.6

25.7

21.7

24.9

19.4

18.0

9.4

14.6

14.9

14.3

9.1

7.7

7.1

4.9

5.7

5.4

4.6

1.7

1.7

0.9

2.9

2.6

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和７年度(n=465)

令和４年度(n=350)

※「障害に対する理解の促進」は令和４年度では

「周囲の人の障害に対する理解の促進」

※「文化芸術活動の充実」「18歳以降の居場所」
は令和７年度から追加
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【クロス集計】年代別 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代別にみると、０～８歳までの年代では「幼少期・学齢期からの教育・育成の充実」が最も高く、

特に“３～５歳”では７割半ばを超えています。 

“９～11歳”では「働くための訓練・就労に向けた支援の充実」が最も高くなっています。 

“12～14歳”と“15歳以上”では、「18歳以降の居場所」が５割を超えて最も高くなっています。 

 また、いずれの年代でも「障害に対する理解の促進」が３割半ばを超えており、「働くための訓練・

就労に向けた支援の充実」が２割以上となっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

建物・道路
等のバリア
フリー化

当事者同士
で支援しあ
える仕組み
づくり

文化芸術活
動の充実

趣味やス
ポーツ活動
の充実

財産管理や
見守り等の
支援の充実

経済的支援
の充実

災害時支援
の充実

全体 465 1.7 5.2 3.7 12.0 11.0 23.7 10.3

０～２歳 15 0.0 6.7 0.0 0.0 13.3 26.7 13.3

３～５歳 106 4.7 2.8 4.7 7.5 5.7 15.1 4.7

６～８歳 127 0.0 7.1 3.1 11.8 11.8 22.8 10.2

９～11歳 104 1.9 3.8 2.9 15.4 15.4 25.0 11.5

12～14歳 51 0.0 5.9 2.0 9.8 9.8 33.3 15.7

15歳以上 58 1.7 6.9 6.9 19.0 12.1 27.6 13.8

年
代
別

（単位:％）

ｎ

日中活動系
サービスの
充実

短期入所
（ショートス
テイ）の整備

意思疎通支
援の充実

福祉機器・
補装具など
の充実

グループ
ホームの整
備

入所施設
（障害者支
援施設等）
の整備

居住支援の
充実

全体 465 15.5 8.4 0.2 2.2 13.3 13.5 7.1

０～２歳 15 20.0 13.3 0.0 6.7 13.3 6.7 0.0

３～５歳 106 9.4 5.7 0.0 0.9 3.8 6.6 4.7

６～８歳 127 11.8 6.3 0.8 2.4 15.0 15.0 3.9

９～11歳 104 21.2 9.6 0.0 1.0 13.5 9.6 9.6

12～14歳 51 17.6 11.8 0.0 5.9 15.7 19.6 9.8

15歳以上 58 22.4 12.1 0.0 1.7 25.9 27.6 13.8

年
代
別

（単位:％）

ｎ

障害に対す
る理解の促
進

医療やリハ
ビリテー
ションの充
実

幼少期・学
齢期からの
教育・育成
の充実

働くための
訓練・就労
に向けた支
援の充実

仕事を継続
するための
支援の充実

身近な地域
で相談でき
る場の充実

訪問系サー
ビスの充実

全体 465 40.6 13.8 51.0 39.1 24.7 19.4 5.8

０～２歳 15 40.0 26.7 66.7 20.0 6.7 20.0 20.0

３～５歳 106 38.7 20.8 77.4 25.5 15.1 18.9 6.6

６～８歳 127 43.3 11.0 60.6 43.3 26.8 23.6 0.8

９～11歳 104 43.3 10.6 48.1 49.0 26.0 16.3 4.8

12～14歳 51 37.3 7.8 21.6 39.2 31.4 25.5 9.8

15歳以上 58 36.2 13.8 8.6 44.8 36.2 10.3 8.6

年
代
別

（単位:％）

ｎ

地域交流の
場の充実

福祉・医療・
介護との連
携の充実

福祉と教育
の連携の充
実

18歳以降
の居場所

その他 特にない 無回答

全体 465 3.2 10.1 23.0 32.7 3.9 4.1 2.4

０～２歳 15 0.0 6.7 26.7 13.3 0.0 0.0 6.7

３～５歳 106 1.9 9.4 31.1 16.0 1.9 7.5 0.9

６～８歳 127 3.9 12.6 27.6 26.0 2.4 2.4 0.8

９～11歳 104 4.8 5.8 16.3 40.4 4.8 1.9 2.9

12～14歳 51 2.0 15.7 25.5 51.0 3.9 9.8 2.0

15歳以上 58 3.4 8.6 5.2 53.4 10.3 1.7 5.2

年
代
別
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（４）子育てにおける悩みについて 

（4-1）保護者の悩み・不安（問 23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者の悩み・不安は、「子どもの就学や進路について不安がある」が 64.7％、「子どもの成長や発

達について不安がある」が 58.3％と、子どもの将来についての項目が他の項目と比較して高くなって

います。次いで「子育てと仕事の両立が難しい」が 48.2％、「自分の時間が取れない」と「成長・発達

に必要な経験や活動等の機会を十分に得ているか、不安である」がともに 46.2％と４割半ばを超えて

続いています。 

 令和４年度と比較すると、項目が増えたため単純に比較はでませんが、「子どもの就学や進路につい

て不安がある」と「子どもの成長や発達について不安がある」は変わらず上位２項目となっています。  

子どもの就学や進路について不安がある

子どもの成長や発達について不安がある

子育てと仕事の両立が難しい※

自分の時間が取れない※

精神的な負担が大きい

子どもの意見や気持ちが尊重され、本人が意思決定に参加
できているか、不安である※

何かあった時に介助を頼める人がいない

子どもの健康と安全が守られる環境が保障されているか、
不安である※

身体的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

睡眠が不足している

長期的な外出ができない

他の家族の協力が少ない

すぐに相談できる人がいない（少ない）※

きょうだい児の世話が十分にできない

介助してくれる人が足りない

健康について不安がある

体調不良でも病院に行く時間がない

周囲の人や職場などの理解がない

その他

特に悩みや不安はない

無回答

介助や支援の方法がわからない

成長・発達に必要な経験や活動等の機会を十分に得ているか、
不安である※
子どもが差別やいじめ等から守られ、安心して過ごせているか、
不安である※

64.7

58.3

48.2

46.2

46.2

38.7

35.9

32.5

32.3

26.5

24.7

23.2

22.2

20.9

18.1

15.7

15.3

14.8

13.8

12.0

10.5

4.7

4.5

2.4

3.4

78.9

69.4

40.9

32.0

43.7

35.1

22.0

22.0

21.7

18.6

14.0

21.4

16.3

13.4

12.0

11.7

5.4

5.1

4.6

1.1

0% 20% 40% 60% 80%

令和７年度(n=465)

令和４年度(n=350)

※「子育てと仕事の両立が難しい」は令和４年度では「仕事との両立が難しい」、「自分の時間が取れない」は令和４年度では「自分の時間が取れず、自由がない」

※「成長・発達に必要な経験や活動等の機会を十分に得ているか、不安である」「子どもが差別やいじめ等から守られ、安心して過ごせているか、不安である」

「子どもの意見や気持ちが尊重され、本人が意思決定に参加できているか、不安である」「子どもの健康と安全が守られる環境が保障されているか、不安である」
「すぐに相談できる人がいない（少ない）」は令和７年度から追加
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

きょうだい
児の世話が
十分にでき
ない

子どもの就
学や進路に
ついて不安
がある

子どもの成
長や発達に
ついて不安
がある

すぐに相談
できる人が
いない（少
ない）

子どもの健康

と安全が守ら

れる環境が保

障されている

か、不安であ

る

成長・発達に

必要な経験や

活動等の機会

を十分に得て

いるか、不安

である

子どもが差別

やいじめ等か

ら守られ、安心

して過ごせて

いるか、不安

である

全体 465 15.3 64.7 58.3 15.7 26.5 46.2 38.7

肢体不自由 37 16.2 51.4 48.6 21.6 37.8 43.2 27.0

音声・言語・そしゃく機能障害 30 20.0 56.7 46.7 13.3 36.7 26.7 40.0

視覚障害 9 22.2 33.3 33.3 0.0 44.4 55.6 11.1

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 50.0 42.9 7.1 35.7 14.3 50.0

内部障害 28 17.9 53.6 50.0 17.9 46.4 32.1 53.6

知的障害 167 21.0 70.1 58.1 18.0 35.9 46.7 34.7

発達障害 285 18.2 73.3 66.3 16.5 27.0 53.0 42.8

精神障害 17 17.6 70.6 58.8 11.8 35.3 47.1 29.4

高次脳機能障害 1 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 9.7 51.6 48.4 22.6 35.5 35.5 32.3

問15に該当する方 259 20.5 72.6 65.6 19.3 32.4 54.8 44.4

その他 31 0.0 67.7 67.7 22.6 41.9 45.2 54.8

障
害
別

（単位:％）

ｎ

身体的な負
担が大きい

健康につい
て不安があ
る

体調不良で
も病院に行
く時間がな
い

睡眠が不足
している

精神的な負
担が大きい

経済的な負
担が大きい

周囲の人や
職場などの
理解がない

全体 465 24.7 13.8 12.0 22.2 35.9 23.2 10.5

肢体不自由 37 59.5 16.2 29.7 48.6 40.5 37.8 5.4

音声・言語・そしゃく機能障害 30 46.7 16.7 20.0 46.7 40.0 40.0 6.7

視覚障害 9 44.4 11.1 22.2 55.6 44.4 22.2 11.1

聴覚・平衡機能障害 14 28.6 7.1 21.4 35.7 28.6 14.3 7.1

内部障害 28 17.9 17.9 21.4 32.1 25.0 32.1 3.6

知的障害 167 35.9 16.8 15.6 29.3 43.1 31.7 10.8

発達障害 285 26.7 15.8 13.3 21.8 45.6 24.9 14.4

精神障害 17 35.3 23.5 29.4 23.5 52.9 47.1 11.8

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 48.4 25.8 16.1 45.2 41.9 38.7 9.7

問15に該当する方 259 35.1 19.3 16.2 25.5 48.6 28.2 14.7

その他 31 29.0 22.6 9.7 25.8 29.0 16.1 3.2

障
害
別

（単位:％）

ｎ

介助してく
れる人が足
りない

何かあった
時に介助を
頼める人が
いない

他の家族の
協力が少な
い

子育てと仕
事の両立が
難しい

長期的な外
出ができな
い

介助や支援
の方法がわ
からない

自分の時間
が取れない

全体 465 14.8 32.3 18.1 48.2 20.9 4.7 46.2

肢体不自由 37 35.1 59.5 21.6 59.5 43.2 0.0 56.8

音声・言語・そしゃく機能障害 30 43.3 46.7 16.7 56.7 23.3 0.0 36.7

視覚障害 9 22.2 33.3 11.1 66.7 33.3 0.0 44.4

聴覚・平衡機能障害 14 14.3 14.3 7.1 35.7 14.3 7.1 57.1

内部障害 28 17.9 28.6 3.6 42.9 25.0 3.6 50.0

知的障害 167 26.9 51.5 19.8 51.5 35.9 5.4 51.5

発達障害 285 14.7 34.0 20.4 53.3 20.7 6.7 51.6

精神障害 17 17.6 47.1 11.8 64.7 47.1 5.9 58.8

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 29.0 51.6 12.9 51.6 35.5 3.2 48.4

問15に該当する方 259 20.8 39.4 22.0 54.1 28.2 6.6 56.0

その他 31 9.7 22.6 19.4 35.5 25.8 6.5 51.6

障
害
別
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 障害別にみると、いずれの障害でも「子どもの就学や進路について不安がある」が５割以上となっ

ており、“肢体不自由”、“視覚障害”、“聴覚・平衡機能障害”以外のいずれの障害でも最も高くなっ

ています。 

 また、いずれの障害でも、「子育てと仕事の両立が難しい」、「自分の時間が取れない」、「子どもの

成長や発達について不安がある」、「子どもの意見や気持ちが尊重され、本人が意思決定に参加できて

いるか、不安である」で３割を超えて高くなっています。 

“肢体不自由”では、「何かあった時に介助を頼める人がいない」、「子育てと仕事の両立が難しい」、

「身体的な負担が大きい」が６割近くで最も高くなっています。 

“聴覚・平衡機能障害”では、「自分の時間が取れない」が５割半ばを超えて最も高くなっていま

す。 

 

  

（単位:％）

ｎ

子どもの意見

や気持ちが尊

重され、本人

が意思決定に

参加できてい

るか、不安で

ある

その他 特に悩みや
不安はない

無回答

全体 465 32.5 4.5 2.4 3.4

肢体不自由 37 40.5 8.1 2.7 5.4

音声・言語・そしゃく機能障害 30 43.3 3.3 3.3 3.3

視覚障害 9 33.3 33.3 0.0 11.1

聴覚・平衡機能障害 14 35.7 21.4 0.0 7.1

内部障害 28 42.9 3.6 3.6 7.1

知的障害 167 38.9 3.6 1.2 1.8

発達障害 285 33.7 4.9 0.7 1.4

精神障害 17 35.3 5.9 0.0 0.0

高次脳機能障害 1 100.0 100.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 38.7 6.5 3.2 9.7

問15に該当する方 259 36.3 5.4 0.0 1.2

その他 31 38.7 9.7 0.0 3.2

障
害
別
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（4-2）困った時の相談相手（問 24） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本人や保護者が困ったときの相談相手は、「家族や親族」が 76.1％と最も高く、次いで「児童発達支

援や放課後等デイサービス事業所の職員」が 49.5％、「学校の教職員」が 37.0％、「医療関係者（医師・

歯科医師・看護師・医療相談員）」が 36.8％と続いています。 

 一方、「どこに相談すればいいかわからない」は 3.9％、「相談する相手がいない」は 1.7％となって

います。  

n=465

家族や親族

児童発達支援や放課後等デイサービス事業所の職員

学校の教職員

医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）

友人・知人

教育委員会・教育センター

保育園・こども園・幼稚園の教職員

相談支援事業所等の相談支援専門員

障害等の当事者会や家族の会

育成室の職員

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

子ども家庭支援センター

ヘルパー等福祉従事者

近所の人

医療関係の相談窓口（地域包括ケア歯科相談窓口、か
かりつけ医

保健サービスセンター

児童相談所

身体障害者相談員・知的障害者相談員

民生委員・児童委員

障害者基幹相談支援センター

ピアサポーター

障害福祉課・予防対策課以外の区の窓口

各地区の生活あんしん拠点（地域生活支援拠点）

どこに相談すればいいかわからない

相談する相手がいない

無回答

障害福祉課・予防対策課

文京区社会福祉協議会

その他

76.1

49.5

37.0

36.8

30.1

25.2

18.7

13.3

8.6

6.9

5.4

4.7

3.7

2.6

2.4

2.4

1.9

1.9

1.3

0.9

0.4

0.2

0.0

0.0

0.0

3.9

3.0

1.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80%
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【クロス集計】障害別 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位:％）

ｎ

保健サー
ビスセン
ター

障害者基
幹相談支
援センター

各地区の生

活あんしん

拠点（地域

生活支援拠

点）

子ども家
庭支援セ
ンター

教育委員
会・教育セ
ンター

児童相談
所

文京区社
会福祉協
議会

育成室の
職員

全体 465 1.9 0.4 0.0 3.7 25.2 1.9 0.2 5.4

肢体不自由 37 2.7 0.0 0.0 0.0 5.4 5.4 0.0 2.7

音声・言語・そしゃく機能障害 30 0.0 0.0 0.0 10.0 13.3 3.3 0.0 3.3

視覚障害 9 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 7.1 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 7.1

内部障害 28 3.6 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0 0.0 10.7

知的障害 167 0.6 1.2 0.0 4.2 17.4 3.6 0.6 8.4

発達障害 285 2.1 0.4 0.0 4.9 30.5 2.5 0.4 7.4

精神障害 17 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 11.8 0.0 11.8

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 3.2 0.0 0.0 0.0 6.5 0.0 0.0 6.5

その他 31 6.5 0.0 0.0 0.0 35.5 3.2 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

家族や親
族

近所の人 友人・知人 ピアサポー
ター

学校の教
職員

保育園・こ
ども園・幼
稚園の教
職員

民生委員・
児童委員

障害等の
当事者会
や家族の
会

全体 465 76.1 2.4 30.1 0.0 37.0 18.7 0.9 6.9

肢体不自由 37 70.3 0.0 21.6 0.0 24.3 10.8 0.0 18.9

音声・言語・そしゃく機能障害 30 66.7 0.0 10.0 0.0 30.0 16.7 0.0 13.3

視覚障害 9 55.6 0.0 22.2 0.0 33.3 22.2 0.0 11.1

聴覚・平衡機能障害 14 78.6 0.0 14.3 0.0 35.7 0.0 0.0 0.0

内部障害 28 71.4 3.6 21.4 0.0 32.1 17.9 0.0 14.3

知的障害 167 78.4 2.4 34.7 0.0 49.1 10.2 0.6 13.2

発達障害 285 80.7 3.2 32.6 0.0 40.4 17.5 1.4 4.2

精神障害 17 64.7 0.0 41.2 0.0 52.9 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

難病（特定疾病） 31 77.4 3.2 22.6 0.0 29.0 3.2 0.0 16.1

その他 31 74.2 0.0 16.1 0.0 16.1 38.7 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

ｎ

身体障害
者相談員・
知的障害
者相談員

ヘルパー
等福祉従
事者

児童発達支

援や放課後

等デイサー

ビス事業所

の職員

相談支援
事業所等
の相談支
援専門員

医療関係者

（医師・歯科

医師・看護

師・医療相

談員）

医療関係
の相談窓
口

障害福祉
課・予防対
策課

障害福祉
課・予防対
策課以外
の区の窓
口

全体 465 1.3 2.6 49.5 13.3 36.8 2.4 8.6 0.0

肢体不自由 37 2.7 13.5 21.6 29.7 56.8 10.8 32.4 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 30 3.3 16.7 36.7 23.3 56.7 10.0 26.7 0.0

視覚障害 9 0.0 11.1 33.3 11.1 44.4 0.0 11.1 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 0.0 28.6 7.1 21.4 7.1 7.1 0.0

内部障害 28 0.0 3.6 21.4 3.6 39.3 3.6 10.7 0.0

知的障害 167 3.6 5.4 51.5 17.4 47.9 3.6 16.2 0.0

発達障害 285 1.8 1.1 56.8 14.4 38.2 2.5 6.3 0.0

精神障害 17 5.9 0.0 35.3 0.0 58.8 5.9 17.6 0.0

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 0.0 16.1 38.7 19.4 54.8 6.5 25.8 0.0

その他 31 6.5 3.2 58.1 6.5 35.5 3.2 3.2 0.0

障
害
別
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 障害別にみると、いずれの障害でも「家族や親族」が６割を超えて最も高くなっています。 

“知的障害”、“発達障害”、“その他”では「児童発達支援や放課後等デイサービス事業所の職員」が５

割を超えて、他の障害より高くなっています。 

“精神障害”では「学校の教職員」が５割を超えて、他の障害より高くなっています。 

 

  

（単位:％）

ｎ

SNS（ソー

シャル・ネッ

トワーキン

グ・サービ

ス）

どこに相
談すれば
いいかわ
からない

その他 相談する
相手がい
ない

無回答

全体 465 4.7 3.9 3.0 1.7 3.0

肢体不自由 37 8.1 8.1 5.4 2.7 5.4

音声・言語・そしゃく機能障害 30 6.7 3.3 6.7 0.0 3.3

視覚障害 9 11.1 0.0 11.1 0.0 11.1

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 14.3 7.1 7.1 7.1

内部障害 28 3.6 7.1 0.0 7.1 7.1

知的障害 167 4.2 3.6 3.0 1.2 1.8

発達障害 285 5.6 2.1 3.9 1.1 0.7

精神障害 17 17.6 11.8 0.0 5.9 0.0

高次脳機能障害 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 9.7 9.7 3.2 0.0 9.7

その他 31 3.2 0.0 6.5 0.0 3.2

障
害
別
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（５）教育・保育について 

（5-1）主な通園・通学先（問 30） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主な通園・通学先は、「小学校の特別支援学級」が 17.2％と最も高く、次いで「保育園」が 14.4％、

「小学校の通常の学級」が 11.2％と続いています。 

 令和４年度と比較すると、小学校入学前は、「療育施設（文京区児童発達支援センター以外）」が 2.8

ポイント下がっています。 

 学校在学中は、「中学校の特別支援学級」が 2.5ポイント下がっています。 

 

  

Ａ 小学校入学前 保育園

子こども園

幼稚園

文京区児童発達支援センター（教育センター内）

療育施設（文京区児童発達支援センター以外）

通園・通所はしていない

その他

Ｂ 学校在学中 小学校の通常の学級

小学校の通常の学級と通級指導学級(特別支援教室を含む)

小学校の特別支援学級

特別支援学校の小学部

中学校の通常の学級

中学校の通常の学級と通級指導学級(特別支援教室を含む)

中学校の特別支援学級

特別支援学校の中学部

高等学校

通信制高校

特別支援学校の高等部

その他の学校

Ｃ 義務教育修了後 義務教育終了後、通学はしていない

無回答

14.4

0.6

8.0

2.8

1.5

1.1

0.6

11.2

9.2

17.2

8.6

4.1

1.1

2.6

3.7

2.2

1.1

5.6

0.4

0.6

3.4

13.1

0.9

8.3

4.3

4.3

0.3

0.3

9.7

11.1

18.6

7.4

3.7

0.6

5.1

3.1

1.1

4.3

2.0

0.0

1.7

0% 5% 10% 15% 20%

令和７年度(n=465)

令和４年度(n=350)

※「通信制高校」は令和７年度から追加
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【クロス集計】障害別 

【Ａ 小学校入学前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ 学校在学中】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ａ 小学校入学前】を障害別にみると、“聴覚・平衡機能障害”と“難病（特定疾病）”以外の、回答

数が 10 件以上の障害はいずれも、「保育園」が最も高くなっています。 

【Ｂ 学校在学中】を障害別にみると、“肢体不自由”、“聴覚・平衡機能障害”、“難病（特定疾病）”で

は「特別支援学校の小学部」が、“内部障害”と“その他”では「小学校の通常の学級」が、“その他”

では「小学校の通常の学級と通級指導学級（特別支援教室を含む）」も最も高く、それ以外の障害はい

ずれも「小学校の特別支援学級」が最も高くなっています。  

（単位:％）

合計

特別支援
学校の中
学部

高等学校 通信制高
校

特別支援
学校の高
等部

その他の学
校

全体 465 3.7 2.2 1.1 5.6 0.4

肢体不自由 37 2.7 0.0 2.7 21.6 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 30 10.0 6.7 0.0 16.7 0.0

視覚障害 9 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

内部障害 28 0.0 7.1 0.0 7.1 0.0

知的障害 167 10.2 0.0 0.6 14.4 1.2

発達障害 285 2.8 2.5 1.4 3.2 0.4

精神障害 17 0.0 17.6 5.9 11.8 0.0

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 12.9 6.5 0.0 12.9 0.0

問15に該当する方 259 5.0 1.9 1.2 5.0 0.4

その他 31 0.0 0.0 0.0 6.5 0.0

障
害
別

（単位:％）

合計

小学校の
通常の学
級

小学校の通

常の学級と

通級指導学

級（特別支援

教室を含む）

小学校の
特別支援
学級

特別支援
学校の小
学部

中学校の
通常の学
級

中学校の通

常の学級と

通級指導学

級（特別支援

教室を含む）

中学校の
特別支援
学級

全体 465 11.2 9.2 17.2 8.6 4.1 1.1 2.6

肢体不自由 37 2.7 2.7 8.1 24.3 2.7 0.0 0.0

音声・言語・そしゃく機能障害 30 3.3 0.0 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0

視覚障害 9 11.1 11.1 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 0.0 14.3 7.1 28.6 14.3 0.0 0.0

内部障害 28 25.0 3.6 7.1 10.7 0.0 0.0 0.0

知的障害 167 1.8 1.2 25.7 21.0 1.2 0.0 4.2

発達障害 285 10.2 12.6 20.7 8.4 4.9 1.8 2.8

精神障害 17 11.8 0.0 29.4 23.5 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 6.5 0.0 9.7 19.4 3.2 0.0 3.2

問15に該当する方 259 7.7 12.7 18.9 11.6 3.1 0.8 1.2

その他 31 9.7 9.7 0.0 6.5 0.0 0.0 0.0

障
害
別

（単位:％）

合計

保育園 子こども園 幼稚園 文京区児童

発達支援セ

ンター（教育

センター内）

療育施設（文

京区児童発

達支援セン

ター以外）

通園・通所
はしていな
い

その他

全体 465 14.4 0.6 8.0 2.8 1.5 1.1 0.6

肢体不自由 37 8.1 2.7 0.0 0.0 2.7 8.1 2.7

音声・言語・そしゃく機能障害 30 20.0 3.3 3.3 0.0 3.3 3.3 0.0

視覚障害 9 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

聴覚・平衡機能障害 14 7.1 0.0 0.0 7.1 14.3 0.0 0.0

内部障害 28 21.4 0.0 0.0 0.0 3.6 3.6 0.0

知的障害 167 7.8 0.0 2.4 3.6 1.2 1.8 0.6

発達障害 285 12.6 0.7 6.7 3.2 2.5 0.4 0.7

精神障害 17 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

高次脳機能障害 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

難病（特定疾病） 31 6.5 0.0 0.0 3.2 3.2 9.7 0.0

問15に該当する方 259 13.5 0.8 7.3 3.1 1.2 1.2 0.8

その他 31 29.0 0.0 25.8 6.5 3.2 0.0 0.0

障
害
別
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（5-2）通園生活等の困りごと（問 31） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小学校入学前児童の通園生活等の困りごとは、「本人の成長が心配」が 64.4％、「周囲の子どもとの

関係が心配」が 61.5％と６割を超えて高く、次いで「子どもの将来に不安がある」が 44.4％、「子育て

と仕事の両立が難しい」が 42.2％と続いています。 

 一方、「特に困っていることや心配していることはない」は 5.9％となっています。 

 令和４年度と比較すると、「本人の成長が心配」が 7.1 ポイント、「特に困っていることや心配して

いることはない」が 4.1 ポイント上がっていますが、それ以外の項目はいずれも下がっており、特に

「子どもの将来に不安がある」が 16.5 ポイント、「今後の進路について迷っている」が 10.9ポイント

と 10ポイント以上、令和４年度から下がっています。 

 

  

本人の成長が心配

周囲の子どもとの関係が心配

子どもの将来に不安がある

子育てと仕事の両立が難しい※

今後の進路について迷っている

幼稚園・保育園と児童発達支援事業所との間の
送迎が大変

先生の指導の仕方が心配

保育や教育・療育に関する情報が少ない

療育・リハビリテーションの機会が少ない

費用など経済的な負担が大きい

その他

特に困っていることや心配していることはない

無回答

64.4

61.5

44.4

42.2

40.0

37.8

27.4

21.5

19.3

15.6

6.7

5.9

1.5

57.3

68.2

60.9

50.9

39.1

40.0

27.3

25.5

16.4

8.2

1.8

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

令和７年度(n=135)

令和４年度(n=110)

※「子育てと仕事の両立が難しい」

は令和７年度から追加
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（5-3）通学生活等の困りごと（問 33） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校在学中の児童の通学生活等の困りごとは、「子どもの将来に不安がある」が 66.9％と６割半ばを

超えて最も高く、次いで「今後の進路について迷っている」が 50.2％、「周囲の子どもとの関係が心配」

が 49.2％、「本人の成長が心配」が 46.9％と続いています。 

 一方、「特に困っていることや心配していることはない」は 4.8％となっています。 

 令和４年度と比較すると、「子どもの将来に不安がある」が 6.2 ポイント、「周囲の子どもとの関係

が心配」が 4.8 ポイント上がっており、反対に「療育・リハビリテーションの機会が少ない」は 9.7ポ

イント、「学校と放課後等デイサービス事業所との間の送迎が大変」は 7.3 ポイント、「教育・療育に関

する情報が少ない」は 6.3 ポイント、「費用など経済的な負担が大きい」は 6.0 ポイントと６ポイント

以上下がっています。 

 

  

子どもの将来に不安がある

今後の進路について迷っている

周囲の子どもとの関係が心配

本人の成長が心配

子育てと仕事の両立が難しい※

先生の指導の仕方が心配

家と学校の間の送迎が大変※

教育・療育に関する情報が少ない

療育・リハビリテーションの機会が少ない

学校と放課後等デイサービス事業所との間の
送迎が大変

その他

特に困っていることや心配していることはない

無回答

費用など経済的な負担が大きい

66.9

50.2

49.2

46.9

34.7

28.0

27.3

22.8

20.6

19.6

15.4

8.0

4.8

1.6

60.7

50.4

44.4

47.0

31.6

29.1

30.3

26.9

21.4

9.4

6.8

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

令和７年度(n=311)

令和４年度(n=234)

※「子育てと仕事の両立が難しい」

「家と学校の間の送迎が大変」

は令和７年度から追加
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（5-4）休日の過ごし方（問 39） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 休日の過ごし方は、「家でくつろぐ」が 74.2％と最も高く、次いで「趣味や学習活動」が 44.9％、

「買い物に行く」が 35.9％、「近所の散歩」が 34.4％と続いています。 

 一方、「特に決まった予定はない」は 4.7％となっています。 

 令和４年度と比較すると、「スポーツ・運動」が 10.8 ポイント上がっており、反対に「近所の散歩」

が 13.3 ポイント下がっています。 

 

  

家でくつろぐ

趣味や学習活動

買い物に行く

近所の散歩

飲食店に行く

スポーツ・運動

旅行

友人・知人と会う

地域の行事への参加や交流

音楽、演劇、映画、スポーツなどの鑑賞

読書

ボランティア活動

その他

特に決まった予定はない

無回答

74.2

44.9

35.9

34.4

30.1

26.5

24.5

21.3

17.8

17.4

15.1

1.5

8.0

4.7

6.5

77.1

46.3

37.1

47.7

29.7

15.7

24.9

17.7

14.6

16.0

21.1

1.1

8.0

1.7

4.6

0% 20% 40% 60% 80%

令和７年度(n=465)

令和４年度(n=350)
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（６）権利擁護・差別解消について 

（6-1）地域で差別や合理的配慮の不提供を感じる場面（問 44） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面は、「保育園、幼稚園、学校」が 14.0％と

最も高く、それ以外のいずれも１割を切っています。 

 一方、「特に感じたことはない」は 48.2％となっています。 

  

n=465

保育園、幼稚園、学校

交通機関

お店などの民間事業者

住んでいる地域や住民

公共施設

医療機関

職場

区役所などの行政機関

家

通所施設

その他

特に感じたことはない

無回答

14.0

8.0

4.9

3.9

2.4

2.2

1.5

1.3

1.1

0.4

3.7

48.2

8.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（７）災害対策について 

（6-1）災害発生時の困りごと（問４8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害発生時の本人や家族の困りごとは、「一人では避難できない」が 46.5％と４割半ばを超えて最も

高く、次いで「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 35.1％、「避難所で必要な支援が受けら

れるか不安」が 31.8％と続いています。 

 一方、「特にない」は 17.8％となっています。 

 令和４年度と比較すると、13 項目中９項目で令和４年度より下がっており、特に「一人では避難で

きない」と「避難所の場所がわからない」がともに 6.6 ポイント、「助けを求める方法がわからない」

が 6.4 ポイント、「避難所で必要な支援が受けられるか不安」が 5.3ポイントと、５ポイント以上下が

っています。 

 

  

一人では避難できない

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい

避難所で必要な支援が受けられるか不安

避難所の設備が自分の障害に対応しているか不安

助けを求める方法がわからない

在宅避難で必要な支援が受けられるか不安

災害の情報を知る方法がわからない

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安

近くに助けてくれる人がいない

避難所の場所がわからない

医療機器の電源確保が心配

その他

特にない

無回答

46.5

35.1

31.8

25.6

22.2

16.1

15.3

15.3

13.1

10.5

3.9

2.4

17.8

6.7

53.1

36.3

37.1

26.6

28.6

18.0

20.0

17.1

17.1

2.9

1.7

15.1

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和７年度(n=465)

令和４年度(n=350)

※「在宅避難で必要な支援が受けられるか不安」

は令和７年度から追加
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○ 施設に入所している方を対象にした調査 

 

（１）対象者特性 

（1-1）回答者（問１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査の回答者は、「施設の職員」が 46.3％と４割半ばを超えており、次いで「ご家族の方」が 35.4％、

「あて名ご本人」と「成年後見人・保佐人・補助人」がともに 8.5％となっています。 

 

 

（1-2）年齢（問２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害者本人の年齢は、「50～59歳」が 23.2％と２割を超えて最も高く、次いで「40～49歳」が 17.1％、

「60～64歳」が 13.4％と続いています。 

 令和４年度と比較すると、「75歳以上」が 6.5ポイント、「18～29歳」が 4.9 ポイント上がっており、

反対に「50～59歳」が 7.4 ポイント、「70～74歳」が 5.7ポイント下がっています。 

 

  

全　体

（n=82）

あ
て
名
ご
本
人

ご
家
族
の
方

施
設
の
職
員

成
年
後
見
人
・

保
佐
人
・
補
助
人

そ
の
他

無
回
答

8.5 35.4 46.3 8.5

0.0

1.2

(%)

令和７年度

（n=82）

令和４年度

（n=85）

75
歳
以
上

無
回
答

65

69
歳

70

74
歳

18

29
歳

30

39
歳

40

49
歳

50

59
歳

60

64
歳

6.1

1.2

8.5

5.9

17.1

18.8

23.2

30.6

13.4

14.1

6.1

3.5

4.9

10.6

17.1

10.6

3.7

4.7

(%)

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
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（２）障害の状況について 

（2-1）障害の種類（問 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 障害の種類は、「知的障害」が 90.2％と９割に達し最も高く、次いで「肢体不自由」が 20.7％、「発

達障害」が 19.5％と続いています。 

 

 

（2-2）日常生活で必要な特別な配慮（問 8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日常生活の中で特別な支援や配慮を必要とする行動面に関する課題について、「こだわり」が 42.7％

と４割を超えて最も高く、次いで「睡眠の乱れ」が 18.3％、「他害」と「多動」がともに 17.1％と続い

ています。 

 一方、「特になし」は 29.3％と３割近くを占めています。  

n=82

知的障害

肢体不自由

発達障害

音声・言語・そしゃく機能障害

精神障害

視覚障害

内部障害

聴覚・平衡機能障害

高次脳機能障害

難病（特定疾病）

その他

無回答

90.2

20.7

19.5

7.3

7.3

3.7

3.7

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=82

こだわり

睡眠の乱れ

他害

多動

自傷

もの壊し

異食

その他

特になし

無回答

42.7

18.3

17.1

17.1

15.9

9.8

9.8

18.3

29.3

4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（３）施設入所について 

（3-1）施設入所の理由（問 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の施設に入所した理由は、「家族による介助が難しくなったため」が 54.9％と５割半ばで最も高

く、次いで「常時介助が必要なため」が 28.0％、「生活が保障され安心感があるため」と「家族などに

勧められたため」がともに 24.4％、「日々の生活に見通しが立ち落ち着いて過ごせるため」が 17.1％

と続いています。 

 一方、「わからない」が 9.8％と１割を占めています。 

 令和４年度と比較すると、「常時介助が必要なため」が 12.7 ポイント、「医療的なケアが必要なため」

が 7.5 ポイント、「家族などに勧められたため」が 5.6 ポイントと、５ポイント以上上がっています。 

  

家族による介助が難しくなったため

常時介助が必要なため

生活が保障され安心感があるため

家族などに勧められたため

日々の生活に見通しが立ち落ち着いて過ごせるため

家族から自立するため

リハビリや生活面の訓練を受けるため

医療的なケアが必要なため

他施設などに勧められたため

住まいに支障があったため

在宅福祉サービスが不十分なため

収入が不十分だったため

その他

わからない

無回答

刺激や変化が苦手なため、静かな環境で過ごすのを希望
したため

54.9

28.0

24.4

24.4

17.1

15.9

15.9

11.0

11.0

9.8

8.5

3.7

1.2

6.1

9.8

8.5

54.1

15.3

25.9

18.8

16.5

18.8

3.5

8.2

7.1

2.4

4.7

3.5

14.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和７年度(n=82)

令和４年度(n=85)

※「日々の生活に見通しが立ち落ち着いて過ごせるため」

「刺激や変化が苦手なため、静かな環境で過ごすのを希望したため」

は令和７年度から追加
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（４）施設での生活について 

（4-1）現在の生活での困りごと（問 14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の生活での困りごとは、「自分の思いや考えをうまく伝えられない」が 40.2％と４割に達し最も

高く、次いで「身の回りのことが自分では十分にできない」が 36.6％、「健康状態に不安がある」が

24.4％、「外出の機会が少ない」が 15.9％と続いています。 

 一方、「特に困ることはない」は 17.1％と１割半ばを超えています。 

 令和４年度と比較すると、「自分の思いや考えをうまく伝えられない」が 15.5 ポイント上がってお

り、反対に「家族とあまり会えない」が 14.8 ポイント、「外出の機会が少ない」が 12.3 ポイントと、

10 ポイント以上下がっています。 

 

  

自分の思いや考えをうまく伝えられない

身の回りのことが自分では十分にできない

健康状態に不安がある

外出の機会が少ない

家族とあまり会えない

人間関係がうまく築けない

余暇活動をうまく過ごせない

将来の生活に何となく不安を感じる

施設の職員の対応に不満がある

困ったとき相談する相手がいない

１日の生活のリズムが自由にならない

施設の設備に不満がある

プライバシーが十分に保たれない

仕事や訓練に不満がある

その他

特に困ることはない

無回答

40.2

36.6

24.4

15.9

13.4

12.2

8.5

8.5

6.1

6.1

4.9

3.7

2.4

0.0

8.5

17.1

9.8

24.7

36.5

18.8

28.2

28.2

10.6

7.1

10.6

4.7

2.4

8.2

1.2

9.4

1.2

5.9

20.0

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

令和７年度(n=82)

令和４年度(n=85)
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（4-2）外出の頻度（問 18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 外出の頻度は、「月に１～３回」が 39.0％と４割近くで最も高く、次いで「あまり外出しない」が

28.0％、「週に１～２回」が 12.2％と続いています。 

 問８に該当する方と全体を比較すると、「月に１～３回」が 3.8 ポイント、「あまり外出しない」が

2.1 ポイント全体より低くなっており、反対に「週に１～２回」が 2.6ポイント高くなっています。 

 

 

  

全　体

（n=82）

問８に該当する方

（n=54）

ほ
ぼ
毎
日

週
に
３
～

４
回

週
に
１
～

２
回

月
に
１
～

３
回

あ
ま
り
外
出

し
な
い

無
回
答

7.3

7.4

6.1

7.4

12.2

14.8

39.0

35.2

28.0

25.9

7.3

9.3

(%)
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（５）今後の暮らし方について 

（5-1）今後希望する生活（問 20） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後希望する生活は、「現在の施設で生活したい」が 68.3％と６割半ばを超えて最も高く、次いで「別

の施設で暮らしたい」が 3.7％、「施設を退所して、家族や親族と生活したい」が 2.4％と続いていま

す。 

 一方、「わからない」は 19.5％と２割近くを占めています。 

 令和４年度と比較すると、「現在の施設で生活したい」が 3.5 ポイント、「施設を退所して、グループ

ホームなどで生活したい」が 2.3ポイント下がっています。 

 

  

令和７年度

（n=82）

令和４年度

（n=85）

施
設
を
退
所
し
て
、

独
立
し
て
生
活
し
た
い

施
設
を
退
所
し
て
、

家
族
や
親
族
と
生
活
し
た
い

現
在
の
施
設
で
生
活
し
た
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

そ
の
他

別
の
施
設
で
暮
ら
し
た
い

施
設
を
退
所
し
て
、

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
な
ど
で

生
活
し
た
い

68.3

71.8

2.4

1.2

1.2

1.2

1.2

3.5

3.7

2.4

2.4

1.2

19.5

17.6

1.2

1.2

(%)
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（5-2）地域で安心して暮らすために重要な施策（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で安心して暮らすために重要な施策は、「障害に対する理解の促進」が 59.8％と約６割で最も高

く、次いで「入所施設（障害者支援施設等）の整備」が 40.2％、「福祉・医療・介護との連携の充実」

が 39.0％、「医療やリハビリテーションの充実」が 28.0 と続いています。 

 令和４年度と比較すると、「経済的支援の充実」が 7.5ポイント、「障害に対する理解の促進」が 6.9

ポイント上がっており、反対に、「日中活動系サービスの充実」が 15.8ポイント、「仕事を継続するた

めの支援の充実」が 9.4 ポイント、「グループホームの整備」と「身近な地域で相談できる場の充実」

がともに 6.8ポイント、「居住支援の充実」が 5.8 ポイント下がっています。 

  

障害に対する理解の促進

入所施設（障害者支援施設等）の整備

福祉・医療・介護との連携の充実

医療やリハビリテーションの充実

日中活動系サービス）の充実

経済的支援の充実

短期入所（ショートステイ）の整備

訪問系サービスの充実

障害者向けの住まいの確保

財産管理や見守り等の支援の充実

災害時支援の充実

建物・道路等のバリアフリー化

働くための訓練・就労に向けた支援の充実

グループホームの整備

趣味やスポーツ活動の充実

幼少期・学齢期からの教育・育成の充実

身近な地域で相談できる場の充実

福祉機器・補装具などの充実

地域交流の場の充実

福祉と教育の連携の充実

仕事を継続するための支援の充実

当事者同士で支援しあえる仕組みづくり

意思疎通支援の充実

文化芸術活動の充実※

その他

特にない

無回答

居住支援の充実

59.8

40.2

39.0

28.0

18.3

14.6

13.4

12.2

12.2

11.0

11.0

9.8

8.5

7.3

7.3

6.1

6.1

6.1

6.1

6.1

2.4

2.4

2.4

1.2

1.2

7.3

4.9

8.5

52.9

42.4

31.8

30.6

34.1

7.1

9.4

14.1

12.9

12.9

8.2

8.2

9.4

14.1

5.9

8.2

12.9

4.7

2.4

2.4

11.8

8.2

2.4

4.7

1.2

10.6

3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

令和７年度(n=82)

令和４年度(n=85)

※「文化芸術活動の充実」

は令和７年度から追加
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（６）相談や福祉の情報について 

（6-1）困ったときの相談相手（問 22） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 困ったときの相談相手は、「施設の職員」が 81.7％と８割を超えて最も高く、次いで「家族や親族」

が 52.4％、「施設の相談窓口（第三者委員会等）」が 14.6％、「医療関係者（医師・歯科医師・看護師・

医療相談員）」が 13.4％と続いています。 

 令和４年度と比較すると、「家族や親族」が 8.9 ポイント、「施設の相談窓口（第三者委員会等）」が

8.7 ポイント、「相談支援事業所等の相談支援専門員」が 5.1 ポイントと５ポイント以上上がっており、

反対に「施設の職員」が 4.2 ポイント下がっています。 

  

施設の職員

家族や親族

施設の相談窓口（第三者委員会等）

医療関係者（医師・歯科医師・看護師・医療相談員）

官公庁の窓口（区の障害福祉課等）

相談支援事業所等の相談支援専門員

友人・知人

障害等の当事者会や家族の会

障害者基幹相談支援センター

保健サービスセンター

地域生活支援拠点（区の生活あんしん拠点等）

ピアサポーター

卒業した学校の教職員

社会福祉協議会

インターネット等の情報

SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

どこに相談すればいいかわからない

その他

相談する相手はいない

無回答

81.7

52.4

14.6

13.4

12.2

11.0

4.9

4.9

3.7

2.4

2.4

1.2

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

3.7

0.0

3.7

85.9

43.5

5.9

11.8

9.4

5.9

5.9

4.7

5.9

1.2

1.2

0.0

2.4

3.5

3.5

1.2

0.0

3.5

1.2

4.7

0% 30% 60% 90%

令和７年度(n=82)

令和４年度(n=85)
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（７）権利擁護・差別解消について 

（7-1）地域で差別や合理的配慮の不提供を感じる場面（問 26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域で障害者への差別や合理的配慮の不提供を感じる場面は、「お店などの民間事業者」、「医療機

関」、「交通機関」がそれぞれ 7.3％と最も高く、次いで「住んでいる地域や住民」が 6.1％、「公共施

設」が 3.7％と続いています。 

 一方、「特に感じたことはない」は 37.8％と３割半ばを超えています。 

 問８に該当する方と全体を比較すると、休日等の過ごし方は、「お店などの民間事業者」が 3.6ポイ

ント低いなど、項目ごとに高低はありますが、全体とあまり差はありません。 

  

お店などの民間事業者

医療機関

交通機関

住んでいる地域や住民

公共施設

通所施設・入所施設

区役所などの行政機関

家

職場

学校

その他

特に感じたことはない

無回答

7.3

7.3

7.3

6.1

3.7

2.4

2.4

1.2

1.2

1.2

11.0

37.8

11.0

3.7

7.4

7.4

7.4

3.7

3.7

1.9

0.0

1.9

1.9

13.0

38.9

9.3

0% 10% 20% 30% 40%

全体(n=82)

問８に該当する方(n=54)
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○ サービス事業所の方を対象にした調査 

 

（１）事業運営について 

（1-1）経営主体（問１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 回答事業所の経営主体は、「株式会社・有限会社」が 41.0％と４割を超えて最も高く、次いで「社会

福祉法人」が 37.3％、「社団法人・財団法人」が 8.4％、「特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）」が 7.2％、

「合同会社・合資会社」が 3.6％、「その他」が 2.4％となっています。 

 また、「医療法人」と「協同組合」についての回答はありませんでした。 

 

 

（1-2）開業年（問 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開業年は、「平成 25～30 年」が 32.5％、「令和元年（平成 31年）以降」が 31.3％とそれぞれ３割を

超えて高く、次いで「平成 15～19年」と「平成 20～24年」がともに 9.6％、「平成 10～14年」が 6.0％

と続いています。 

 

  

全　体

（n=83）

特
定
非
営
利
活
動
法
人

（

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

社
会
福
祉
法
人

社
団
法
人
・
財
団
法
人

医
療
法
人

協
同
組
合

合
同
会
社
・
合
資
会
社

株
式
会
社
・
有
限
会
社

そ
の
他

無
回
答

37.3

0.0

8.4 41.0 7.2

0.0

3.62.4 0.0

(%)

全　体

（n=83）

無
回
答

平
成
９
年
以
前

平
成
10

14
年

平
成
15

19
年

平
成
20

24
年

平
成
25

30
年

令
和
元
年

（

平
成
　
年
）

以
降

4.8 6.0 9.6 9.6 32.5 31.3 6.0

(%)

～ ～ ～～ 31



 

- 79 - 

（1-3）提供しているサービス（問 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提供しているサービスは、「居宅介護」が 25.3％で最も高く、次いで「放課後等デイサービス」が

21.7％、「計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）」と「児童発達支援」がともに 16.9％、

「重度訪問介護」が 15.7％と続いています。 

 

  

n=83

居宅介護

放課後等デイサービス

計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）

児童発達支援

重度訪問介護

共同生活援助（グループホーム）

生活介護

就労継続支援B型

同行援護

就労移行支援

障害児相談支援

短期入所

行動援護

地域活動支援センター

重度障害者等包括支援

就労定着支援

施設入所支援

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

保育所等訪問支援

自立生活援助

就労継続支援A型

就労選択支援

日中一時支援

その他

無回答

療養介護

居宅訪問型児童発達支援

移動支援

25.3

21.7

16.9

16.9

15.7

14.5

13.3

12.0

10.8

7.2

6.0

6.0

4.8

3.6

3.6

2.4

2.4

2.4

2.4

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%
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（1-4）収支状況（問 7） 

 

【収入】 

 

 

 

 

 

 

 

 前年度と比較した収入の状況は、「増加した」が 48.2％と４割半ばを超えて最も高く、次いで「変わ

らない」が 30.1％、「減少した」が 19.3％と続いています。 

 増加した割合（％）を回答した 40事業所の平均増加率は 21.9％でした。 

 減少した割合（％）を回答した 16事業所の平均減少率は 32.3％でした。 

 

 

【支出】 

 

 

 

 

 

 

 

 前年度と比較した支出の状況は、「増加した」が 44.6％と４割半ばを占めて最も高く、次いで「変わ

らない」が 36.1％、「減少した」が 13.3％と続いています。 

 増加した割合（％）を回答した 37事業所の平均増加率は 19.9％でした。 

 減少した割合（％）を回答した 11事業所の平均減少率は 16.3％でした。 

 

 

  

全　体

（n=83）

増
加
し
た

減
少
し
た

変
わ
ら
な
い

無
回
答

48.2 19.3 30.1 2.4

(%)

全　体

（n=83）

増
加
し
た

減
少
し
た

変
わ
ら
な
い

無
回
答

44.6 13.3 36.1 6.0

(%)
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（1-5）増収または減収の理由（問 7-1） 

 

【増収の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 増収の理由は、「利用者が増加した」が 52.5％と５割を超えて最も高く、次いで「サービス報酬の改

定」が 32.5％、「平均工賃が上がった」が 12.5％と続いています。 

 

 

【減収の理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 減収の理由は、「利用者が減少した」が 62.5％と６割を超えて最も高く、次いで「サービス報酬の改

定」が 56.3％、「事務経費等必要経費が増加した」が 18.8％と続いています。 

 

 

  

n=40

利用者が増加した

サービス報酬の改定

平均工賃が上がった

補助金が増額された

事務経費等必要経費を削減した

ヘルパー等の人件費を下げた

利用者の負担が軽減された

その他

無回答

52.5

32.5

12.5

7.5

2.5

0.0

0.0

20.0

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

n=16

利用者が減少した

サービス報酬の改定

事務経費等必要経費が増加した

ヘルパー等の人件費を上げた

補助金が減額された

職員を増員した

平均工賃が下がった

その他

無回答

62.5

56.3

18.8

12.5

6.3

0.0

0.0

25.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



 

- 82 - 

（２）職員について 

（2-1）人材確保・人材育成の取り組み（問 14） 

【人材確保の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人材確保の取り組みは、「報酬の改善」が 59.0％と６割近くで最も高く、次いで「インターネット人

材募集サービスを通じた募集」が 53.0％、「健康診断、健康管理の充実」が 51.8％と５割を超えて続い

ています。 

 

【人材育成の取り組み】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人材育成の取り組みは、「事業所内での研修の実施」が 83.1％と８割を超えて最も高く、次いで「OJT

の実施」が 61.4％、「教育・研修計画を立てる」が 50.6％と５割を超えて続いています。  

n=83

報酬の改善

インターネット人材募集サービスを通じた募集

健康診断、健康管理の充実

募集・採用方法の充実

ハローワークを通じた募集

福利厚生（育休、介護休暇）の改善

勤務条件（夜勤回数、勤務時間など）の改善

知人経由・人づてで探した

高校・専門学校・大学等からの実習受け入れ

人材派遣会社を通じた募集

高校・専門学校・大学等を通じた募集

その他

特に取り組んでいない

無回答

59.0

53.0

51.8

47.0

42.2

41.0

39.8

34.9

30.1

27.7

21.7

3.6

2.4

0.0

0% 20% 40% 60%

n=83

事業所内での研修の実施

OJTの実施

教育・研修計画を立てる

外部研修参加のための休暇取得や金銭的な支援

法人全体で連携して育成に取り組んでいる

資格取得のための休暇取得の支援や金銭的な支援

能力の向上が認められた者に対する報奨制度

自立支援協議会の専門部会等への参加

他の事業者と協力して育成に取り組んでいる

その他

特に取り組んでいない

無回答

83.1

61.4

50.6

45.8

45.8

39.8

25.3

24.1

15.7

3.6

0.0

2.4

0% 30% 60% 90%
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（３）サービス提供について 

（3-1）区に不足している障害福祉サービス等（問 21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在区に不足していると思う障害福祉サービス等は、「移動支援」が 45.8％と４割半ばで最も高く、

次いで「共同生活援助（グループホーム）」が 41.0％、「計画相談支援（サービス等利用計画・モニタ

リング）」が 36.1％、「短期入所」が 31.3％と続いています。 

  

n=83

移動支援

共同生活援助（グループホーム）

計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）

短期入所

放課後等デイサービス

施設入所支援

居宅介護

障害児相談支援

行動援護

生活介護

同行援護

日中一時支援

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

就労選択支援

地域活動支援センター

児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援

就労継続支援A型

保育所等訪問支援

自立生活援助

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

療養介護

重度障害者等包括支援

就労移行支援

その他

特にない

無回答

重度訪問介護

就労継続支援B型

就労定着支援

45.8

41.0

36.1

31.3

19.3

18.1

15.7

15.7

13.3

13.3

12.0

10.8

10.8

9.6

8.4

7.2

7.2

7.2

6.0

6.0

4.8

4.8

3.6

2.4

1.2

1.2

1.2

3.6

8.4

8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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（3-2）今後参入を考えているサービス等（問２2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後参入を考えているサービス等は、「共同生活援助（グループホーム）」が 9.6％と１割近くで最も

高く、次いで「放課後等デイサービス」と「保育所等訪問支援」がともに 6.0％で続いています。 

 一方、「参入は考えていない」は 62.7％と６割を超えています。 

  

n=83

共同生活援助（グループホーム）

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

計画相談支援（サービス等利用計画・モニタリング）

生活介護

就労継続支援B型

就労選択支援

児童発達支援

居宅訪問型児童発達支援

重度障害者等包括支援

同行援護

短期入所

自立訓練（機能訓練・生活訓練）

自立生活援助

就労移行支援

就労定着支援

施設入所支援

居宅介護

重度訪問介護

療養介護

地域相談支援（地域移行支援・地域定着支援）

地域活動支援センター

移動支援

日中一時支援

その他

参入は考えていない

無回答

行動援護

就労継続支援A型

障害児相談支援

9.6

6.0

6.0

4.8

3.6

3.6

3.6

3.6

2.4

2.4

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

62.7

9.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%



 

- 85 - 

（3-3）今後の障害福祉施策充実に必要なこと（問 27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の障害福祉施策充実に向けて必要なことは、「福祉に携わる人材の育成・確保」が 34.9％と３割

半ばで最も高く、次いで「障害者が地域で共同生活できる場の充実」が 27.7％、「移動・外出支援の充

実」が 22.9％と続いています。 

  

n=83

福祉に携わる人材の育成・確保

障害者が地域で共同生活できる場の充実

移動・外出支援の充実

事務手続の簡素化

在宅での福祉サービスの充実

障害者が入所して生活する場の充実

宿泊して一時的な支援を受けられる場の充実

日中一時的な支援を受けられる場の充実

福祉サービスの情報提供の充実

総合的な相談支援の充実

多分野・多機関・多職種による連携の充実

利用者負担の軽減

シェアハウスなど多様な居住の場の提供

区民への障害への理解促進

財産管理などの権利擁護の充実

障害者の仲間づくりへの支援

多様に働ける場所の確保

自立生活のための訓練・支援の充実

防犯・災害時の支援

福祉的就労における工賃向上

仕事を継続するための相談や支援の充実

医療やリハビリテーションの充実

住宅改造等（バリアフリー化）の補助

周囲の人の見守り支援の充実

その他

特にない

無回答

住まいに関する相談や入居支援の充実

就労に向けた訓練・支援の充実

駅や道路などのバリアフリー化

34.9

27.7

22.9

21.7

20.5

15.7

14.5

13.3

13.3

9.6

9.6

9.6

9.6

8.4

8.4

7.2

7.2

6.0

4.8

4.8

3.6

3.6

3.6

2.4

1.2

1.2

1.2

1.2

1.2

2.4

0% 10% 20% 30% 40%
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（４）強度行動障害のある方について 

（4-1）強度行動障害のある方の受け入れの有無（問 28） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 強度行動障害のある方を受け入れているかについては、「受け入れている」が 36.1％、「受け入れて

いない」は 61.4％となっています。 

 

 

（4-2）強度行動障害のある方を受け入れていない理由（問 28-1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 強度行動障害のある方を受け入れていない理由は、「利用希望がない」が 47.1％と４割半ばを超えて

最も高く、次いで「事業所内の人材育成が困難である」が 25.5％、「事業所として受入れ体制を整える

予定がない」が 21.6％と２割台で続いています。 

 

  

全　体

（n=83）

受
け
入
れ
て
い
る

受
け
入
れ
て
い
な
い

無
回
答

36.1 61.4 2.4

(%)

n=51

利用希望がない

事業所内の人材育成が困難である

事業所として受入れ体制を整える予定がない

事業所として受け入れる予定であるが職員の採用が
できない

施設の改修や安全に関する課題がある

どのような支援を行ってよいかわからない

事業の採算がとれない

受け入れ対象者に係る相談先がわからない

その他

無回答

47.1

25.5

21.6

9.8

9.8

7.8

5.9

2.0

3.9

5.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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○ 長期入院施設を対象にした調査 

 

（１）長期入院施設を対象にした調査 

（1-1）年代（3） 

 

 

 

 

 

 

 

 精神疾患で１年以上入院している患者の年代は、「70 歳以上」が 49.1％と５割近くで最も高く、次

いで「50代」が 17.0％、「60～64歳」が 15.1％と続いています。「10代」、「20代」の回答はありませ

んでした。 

 

 

 

（1-2）病名（4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 入院患者の病名は、「統合失調症」が 66.0％と６割半ばを超えて最も高く、次いで「認知症（アルツ

ハイマー型・アルコール型）」が 18.9％と続いており、それ以外の項目は１割を切っています。 

  

全　体

（n=53）

70
歳
以
上

無
回
答

30
代

40
代

50
代

60

64
歳

65

69
歳

1.9
3.8 17.0 15.1 13.2 49.1 0.0

(%)

～ ～

n=53

統合失調症

認知症（アルツハイマー型・アルコール型）

双極性感情障害

てんかん・てんかん性精神病

アルコール依存症

MDI

老年期精神障害

精神症状を伴う重症うつ病エピソード

66.0

18.9

3.8

3.8

1.9

1.9

1.9

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%
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（1-3）在院期間（7） 

 

 

 

 

 

 

 入院患者の在院期間は、「１～５年未満」が 50.9％と５割を占めて最も高く、「５～10 年未満」が

24.5％、「10～20年未満」がともに 15.1％、「20年以上」が 9.4％となっています。 

 

 

 

（1-4）入院の状況（8） 

 

 

 

 

 

 

 入院患者の入院の状況は、「入院治療を要する」と「受け入れ条件が整えば退院可能」がともに 49.1％

となっています。 

 

 

 

（1-5）病院から見た退院の見通し（9） 

 

 

 

 

 

 

 病院から見た入院患者の退院の見通しは、「有」が 45.3％、「無」が 54.7％となっています。 

 

  

全　体

（n=53）

１

５
年
未
満

５

10
年
未
満

10

20
年
未
満

20
年
以
上

無
回
答

50.9 24.5 15.1 9.4 0.0

(%)

～ ～～

全　体

（n=53）

入
院
治
療
を

要
す
る

受
け
入
れ
条
件

が
整
え
ば
退
院

可
能

そ
れ
以
外

無
回
答

49.1 49.1 1.9
0.0

(%)

全　体

（n=53）

有 無 無
回
答

45.3 54.7 0.0

(%)
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（1-6）退院を想定した場合の帰宅先（10） 

 

 

 

 

 

 

 退院を想定した場合の帰宅先は、「有」が 15.1％、「無」が 83.0％となっています。 

 

 

（1-7）退院に向けた本人の意思（11） 

 

 

 

 

 

 

 退院に向けた入院患者本人の意思は、「希望有り」が 37.7％と３割半ばを超えており、「希望無し」

が 32.1％、「不明」が 30.2％となっています。 

 

 

  

全　体

（n=53）

有 無 そ
の
他

無
回
答

15.1 83.0
1.9

0.0

(%)

全　体

（n=53）

希
望
有
り

希
望
無
し

不
明

無
回
答

37.7 32.1 30.2 0.0

(%)
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◆ 質的調査（インタビュー調査） 

 

（１）質的調査の概要 

量的調査（アンケート調査）だけでは汲み取りづらい障害者の思いやニーズを可視化する試みと

して、質的調査（インタビュー調査）は、区内通所施設やグループホームを利用している知的障害

者・精神障害者及び都外の入所施設の入所者を対象にインタビュー調査を実施しました。また今回

の調査より、区内の障害児が利用する施設についても２施設、インタビュー調査を実施しました。 

インタビューについては、障害福祉を学ぶ東洋大学福祉社会デザイン学部社会福祉学科の 3，4

年生が、同学科の髙山直樹教授、志村健一教授の指導の下に調査を行い、障害者の現状や実態を把

握するとともに、対応策等を検討したものです。 

 

（２）調査対象 

① 区内の通所施設を利用する 18歳以上の愛の手帳所持者 

② 区内の通所施設を利用する 18歳以上の精神障害者保健福祉手帳所持者 

③ 区内の共同生活援助(グループホーム)を利用する 18 歳以上の愛の手帳所持者 

④ 区内の共同生活援助(グループホーム)を利用する 18 歳以上の精神障害者保健福祉 

手帳所持者 

⑤ 区内の放課後等デイサービスを利用する児童 

⑥ 都外の入所施設を利用する 18歳以上の愛の手帳所持者 

合計 73名 

 

対象施設 18 か所 

【主に知的障害者が利用する施設 11か所】 

 施設名 サービス種別  施設名 サービス種類 

１ 大塚福祉作業所 就労継続支援 B型 ６ 陽だまりの郷 共同生活援助 

２ 
本後福祉センター 

（若駒の里） 
生活介護 ７ ワークショップやまどり 就労継続支援 B型 

３ エルムンド小石川 共同生活援助 ８ 工房わかぎり 就労継続支援 B型 

４ エルムンド千石 共同生活援助 ９ ドリームハウス 共同生活援助 

５ は～と・ピア２ 生活介護 10 ワークプレイスぶんぶん 就労継続支援 B型 

   11 こぱん 生活介護 

 

【主に精神障害者が利用する施設 ５か所】  
施設名 サービス種別  施設名 サービス種類 

１ 銀杏企画 就労継続支援 B型 ４ 文京ホームアンダンテ 共同生活援助 

２ ホームいちょう 共同生活援助 ５ Abeam（アビーム） 就労継続支援 B型 

３ エナジーハウス 地域活動支援センター  
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【障害児が利用する施設 ２か所】 

   施設名 サービス種別 

１ 放課後等デイサービス JOY 放課後等デイサービス 

２ 放課後等デイサービスロード 放課後等デイサービス 

 

【主に知的障害者が入所する都外入所施設 ４か所】 

※施設名については、個人情報保護の観点から明らかにしていません。 

 

（３）調査対象 

面接法（グループ・インタビュー） 

 

（４）調査内容 

属性、日中及び施設での楽しみ、余暇の過ごし方、相談相手、区サービスの利用状況、地域との

交流、将来の希望等 

 

（５）調査時期 

令和７年８月～12月 

 

（６）現状・課題と対応策（一部抜粋） 

① 主に知的障害者が利用する就労継続支援 B 型事業所のインタビュー調査結果 

現状・課題 質的調査を行った学生による提言 

交友関係の範囲が狭く、社会的な

つながりが限定されている 

・共通の趣味を介した施設同士の交流を促進する 

・地域交流の活動で利用者が主体性を高められる 

機会を増やす 

災害対策が不十分で不安を抱え

ている 

・避難訓練の内容を充実させる 

・個別避難計画を拡充させる 

・地域との交流を促進し、助け合える関係性を 

構築する 

金銭面における不安を抱えてい

る 

・得意分野を踏まえた就労支援 

・スキルアップのための研修や資格取得の機会を 

設ける 

・地域との協働によるイベントの実施 
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② 主に精神障害者が利用する通所施設(就労継続支援Ｂ型事業所及び地域活動支援 

センター)のインタビュー調査結果 

現状・課題 質的調査を行った学生による提言 

新たな人間関係の構築の機会が

少ない 

・地域イベントへの伴走型の参加支援 

・大学のイベントへ学生と参加 

・地域内の交流の場を拡大 

・他施設との交流 

災害発生時の対応を自分事とし

て考えられていない 

・持ち運びに便利な防災パンフレットの作成 

・各利用者用のサービス等利用計画に災害時の対応につ

いて記載し、関係者間で共有 

必要な支援を適切に受けるため

の環境不足 

・既存の公共交通不便地域への対応策の導入、実施 

・交通機関の職員への障害者理解の促進 

・ヘルプマークの代替アイテム創出 

 

③ 主に知的障害者が利用する生活介護事業所のインタビュー調査結果 

現状・課題 質的調査を行った学生による提言 

（地域） 

・地域に活動の場が少ない 

・本人の持つ選択肢が限定的 

・生活が施設の中で完結して 

いる 

・施設を中心として地域に活動の場を広げる（利用者の選

択で参加の有無を決める） 

・利用者のニーズで活動を組み、地域の声も反映していく 

（家族） 

・家族が本人の生活や考えに 

与える影響が大きい 

・家族のいない利用者が抱える 

孤独感 

・将来的な家族支援への懸念 

・家族との時間の代替となるような居場所や思い出の提

供 

・家族以外に頼ることのできる存在や多様な考え方に触

れられる環境整備 

・長期的な支援計画の実践 

（災害） 

・利用者と職員間における防災

意識の差 

・災害に対する関心が実際の 

防災へと結びついていない 

・避難所での支援に対する不安 

・利用者も理解しやすい防災の実施 

・利用者の声を取り入れた防災計画の実践 

 

④ 主に知的障害者が入居する共同生活援助(グループホーム)事業所のインタビュー 

調査結果 

現状・課題 質的調査を行った学生による提言 

将来の夢と現状の大きなギャッ

プ 

・将来まで満足できる支援の提供 

・非日常的な支援（バーチャル体験での夢の実現等）の提

供 

災害避難時の居場所がない 
・福祉避難所の活用 

・職員と利用者の日ごろからの災害意識の共有 

コミュニケーション不足によ

り、情報を得られる体制が整え

られていない 

・施設内でのコミュニティの形成 

・地域との交流 

・障害福祉サービス間での情報共有 
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⑤ 主に精神障害者が入居する共同生活援助(グループホーム)事業所のインタビュー 

調査結果 

現状・課題 質的調査を行った学生による提言 

人間関係の固定化 グループホーム内でのイベントの増加 

施設退所後の不安 退所後も切れ目ない支援を続ける 

災害時の薬関係の不安 
・薬剤師との連携 

・災害カードの作成 

 

⑥ 障害児が利用する放課後等デイサービス事業所のインタビュー調査結果 

現状・課題 質的調査を行った学生による提言 

バス停から施設までの距離が 

遠くて不便 

・バス停から施設までのシャトルバスをだす 

・誰か１人バス停から施設まで迎えに行く職員をつける 

災害時の防災意識が低い 

・定期的に被災時のシュミレーションをする機会を設け

る 

・防災マップを自分たちで作る機会を設ける 

・起震車など災害を体験できる機会を設ける 

人との交流が家族や施設内の 

友人に限定 

・学校で障害についての啓発活動 

・施設と学校の連携をより強いものとする 

 

⑦ 主に知的障害者が利用する都外入所施設のインタビュー調査結果 

現状・課題 質的調査を行った学生による提言 

文京区への思いに関するアセス

メントの必要性 

施設周辺の相談支援事業所や入所施設のサービス管理責

任者、支援者では、難しいアセスメントになるため、文京

区行政が支援チームの中に入り、意思決定支援に主体的

に関わっていく必要がある 

文京区への地域移行の意向を 

把握する必要性 

地域移行の社会資源である、グループホーム等の居住の

確保が求められる 

一時的な里帰りの体験の必要性 
文京区内で生活体験を行うことができる資源をつくる必

要がある。 
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